
｢原子力損害についての民鞘任に関するUl〔正ｳｨｰﾝ鮒｣と｢原子力鵜についての補完的補償に関する鮒｣のlii訳

一
九
八
六
年
に
起
こ
っ
た
旧
ソ
連
で
の
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
は
、
原

子
力
事
故
が
国
境
を
越
え
て
も
た
ら
す
重
大
な
危
険
が
現
実
の
も
の
で
あ

る
こ
と
を
世
界
に
知
ら
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
国
際
的
な
原
子
力
事
故
の

民
事
上
の
損
害
賠
償
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
既
存
の
二
つ
の
条

約
に
対
す
る
各
国
の
態
度
に
応
じ
て
、
大
き
く
三
つ
の
法
的
枠
組
み
に
わ

か
れ
る
。
一
つ
は
、
経
済
協
力
開
発
機
構
（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
）
の
原
子
力
機
関

（
１
）

（
Ｎ
Ｅ
Ａ
）
に
よ
る
「
原
子
力
の
分
野
に
お
け
る
第
三
者
に
対
す
る
責
任

に
関
す
る
パ
リ
条
仇
］
）
（
一
九
六
○
年
）
、
二
つ
は
国
際
原
子
力
機
関

（
３
）

（
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
）
に
よ
る
「
原
子
力
損
害
に
つ
い
て
の
民
事
責
任
に
関
す
る

（
４
）

ウ
ィ
ー
ン
条
約
」
（
一
九
六
一
一
一
年
）
、
そ
し
て
一
二
つ
は
、
こ
の
条
約
の
い

ず
れ
に
も
加
盟
し
て
い
な
い
国
な
ど
の
場
合
に
お
け
る
各
国
国
際
私
法
に

資
料

「
原

子
力

損
害

に
つ

い
て

の
民

事
責

任
に

関
す

る
改

正
ウ

ィ
ー

ン
条

約
」

と
「

原
子

力
損

害
に

つ
い

て
の

補
完

的
補

償
に

関
す

る
条

約
」

の
仮
訳

よ
る
解
決
で
あ
る
。

日
本
は
い
ず
れ
の
条
約
に
も
加
盟
し
て
お
ら
ず
、
三
つ
目
の
法
的
枠
組

み
の
国
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
中
国
、
台
湾
、
韓
国
お
よ
び
北

朝
鮮
と
い
っ
た
近
隣
の
東
ア
ジ
ア
地
域
に
お
け
る
原
子
力
開
発
の
現
在
お

よ
び
将
来
の
状
況
（
と
く
に
、
Ｋ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
（
朝
鮮
半
島
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発

機
構
）
に
よ
る
原
子
力
発
電
所
建
設
）
を
み
て
、
絶
対
に
あ
っ
て
は
な
ら

な
い
が
し
か
し
万
が
一
の
場
合
を
考
慮
し
て
、
被
害
者
救
済
に
法
的
な
確

実
性
を
与
え
る
面
か
ら
、
条
約
の
枠
組
み
に
よ
る
問
題
解
決
が
近
時
注
目

を
集
め
て
い
る
。
そ
の
選
択
肢
と
し
て
有
力
視
さ
れ
て
い
る
の
が
、
先
の

二
つ
目
の
ウ
ィ
ー
ン
条
約
体
制
で
あ
る
。

一
九
六
一
一
一
年
の
ウ
ィ
ー
ン
条
約
は
、
一
九
九
七
年
に
「
一
九
六
三
年
の

原
子
力
損
害
に
つ
い
て
の
民
事
責
任
に
関
す
る
ウ
ィ
ー
ン
条
約
を
改
正
す

多
田

望
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資 料

ろ
議
定
曾
］
）
が
作
成
さ
れ
、
賠
償
額
な
ど
に
つ
い
て
大
幅
な
改
善
が
な
さ

れ
た
。
さ
ら
に
「
原
子
力
損
害
に
つ
い
て
の
補
完
的
補
償
に
関
す
る
条

勘
］
）
が
同
時
に
作
成
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
に
よ
る
と
、
原
子
力
事
業
者
に
原

則
と
し
て
課
せ
ら
れ
る
三
億
Ｓ
Ｄ
Ｒ
の
賠
償
責
任
と
、
そ
れ
を
超
え
る
損

害
に
対
し
て
締
約
国
か
ら
拠
出
さ
れ
る
公
的
資
金
に
よ
る
補
償
の
二
本
立

て
の
体
制
が
創
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

わ
が
国
の
原
子
力
委
員
金
牒
、
ウ
ィ
ー
ン
条
約
体
制
に
つ
い
て
研
究
を

（
８
）

重
ね
て
き
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
新
聞
で
も
最
近
、
日
本
政
府
が
ウ
ィ
ー

ン
条
約
体
制
へ
の
加
盟
を
有
力
な
選
択
肢
と
し
て
検
討
し
て
い
る
と
報
道

ざ
払
輝
。

そ
こ
で
今
回
、
改
正
ウ
ィ
ー
ン
条
約
の
本
体
紙
鼎
と
補
完
的
補
償
条
約

の
日
本
語
仮
訳
を
作
成
・
公
表
す
る
こ
と
は
意
義
あ
る
こ
と
と
思
い
、
こ

こ
に
掲
載
す
る
こ
と
と
し
た
。
ご
批
判
と
ご
助
言
を
頂
戴
で
き
れ
ば
、
望

外
の
幸
せ
で
あ
る
。

（
注
）

（
１
）
ロ
ヰ
ロ
ヘ
ヘ
ゴ
コ
ヨ
ヨ
詞
口
の
Ｐ
芽
へ

（
２
）
目
豈
の
勺
ロ
ゴ
の
○
○
曰
く
の
目
威
○
口
○
口
目
宮
】
Ｈ
ロ
旧
臼
井
『
閉
冒
亘
］
芹
］
旨

汁
け
の
句
】
の
］
。
。
【
三
口
。
］
の
日
向
ロ
の
『
ぬ
『
》
○
ｍ
ｍ
①
庁
豈
ヨ
已
昌
。
①
①
◎
・
一

九
六
四
年
と
一
九
八
二
年
に
改
正
さ
れ
た
も
の
の
英
語
条
文
は
、
Ｎ

Ｅ
Ａ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
参
照
で
き
る
。
加
盟
国
は
一
九
九
九
年

現
在
で
、
ベ
ル
ギ
ー
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
ド
イ
ツ
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、

フ
ラ
ン
ス
、
ギ
リ
シ
ャ
、
イ
タ
リ
ア
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、

ポ
ル
ト
ガ
ル
、
ス
ペ
イ
ン
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
ト
ル
コ
お
よ
び
イ
ギ

リ
ス
の
一
四
カ
国
で
あ
る
。

（
３
）
け
ヰ
ロ
ヘ
ヘ
ョ
ミ
ョ
・
旨
の
口
・
○
侭
へ
司
○
『
］
曰
呉
○
日
へ

（
４
）
目
豈
の
ご
】
の
ロ
ロ
四
○
○
曰
く
の
口
感
○
口
○
口
。
ご
】
］
Ｆ
冒
す
臣
（
『
、
。
『

三
口
。
］
の
閂
□
四
日
畠
の
》
。
、
三
自
画
］
・
』
①
認
・
忌
茸
冒
討
＆
冒
国

閂
・
Ｐ
三
・
ペ
ヨ
（
］
①
露
）
・
英
語
条
文
は
、
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
参
照
で
き
る
。
加
盟
国
は
一
一
○
○
一
一
年
二
月
五
旦
視
在
で
、

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、
ア
ル
メ
ニ
ア
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
、
ボ
リ
ビ
ア
、
ポ
ス

ニ
ア
・
ヘ
ル
ッ
ェ
ゴ
ピ
ナ
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
、
カ
メ
ル
ー

ン
、
チ
リ
、
ク
ロ
ア
チ
ア
、
キ
ュ
ー
バ
、
チ
ェ
コ
、
エ
ジ
プ
ト
、
エ

ス
ト
ニ
ア
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
ラ
ト
ビ
ア
、
レ
バ
ノ
ン
、
リ
ト
ア
ニ
ア
、

メ
キ
シ
コ
、
ニ
ジ
ェ
ー
ル
、
ペ
ル
ー
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、

モ
ル
ド
バ
、
ル
ー
マ
ニ
ア
、
セ
ン
ト
ビ
ン
セ
ン
ト
ｂ
グ
レ
ナ
デ
ィ
ー

ン
、
ス
ロ
バ
キ
ア
、
ス
ロ
ベ
ニ
ア
、
マ
ケ
ド
ニ
ア
、
ト
リ
ニ
ダ
ー
ド

ト
パ
ゴ
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
ウ
ル
グ
ア
イ
お
よ
び
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
の

一
一
一
三
カ
国
で
あ
る
。

（
５
）
旧
同
。
（
○
８
］
Ｓ
シ
日
の
目
□
弓
の
］
の
ｇ
『
】
の
ロ
ロ
四
○
○
曰
く
の
ロ
は
。
□

○
口
○
ご
】
］
回
＆
】
］
芹
］
命
ｏ
Ｈ
ｚ
Ｅ
ｏ
］
の
四
『
□
四
日
四
ｍ
の
．
。
冷
め
の
宮
の
日
す
の
『

］
画
．
＄
召
》
馬
己
忌
冨
討
＆
誉
②
①
閂
・
田
・
言
・
崖
窪
（
ご
①
『
）
・
英
語
条

文
は
、
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
参
照
で
き
る
。
加
盟
国

は
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、
ラ
ト
ビ
ア
、
モ
ロ
ッ
コ
お
よ
び
ル
ー
マ
ニ
ア

の
四
カ
国
で
あ
る
。

（
６
）
○
・
曰
く
の
三
・
口
○
口
の
ロ
ロ
ロ
］
の
日
の
目
菌
ｑ
○
・
日
己
の
ロ
の
畳
。
□
｛
・
『
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｢原子力損害についての民事責任に関する鉦ｳｨｰﾝ条約｣と｢lFi子力損害についての補完的繍に関する条約｣の鰍

＊
仮
訳
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
次
の
文
献
・
資
料
を
主
に
参
照
し
た
。

・
広
部
和
也
「
原
子
力
損
害
に
つ
い
て
の
民
事
責
任
に
関
す
る
ウ
ィ
ー
ン

条
約
の
改
正
」
成
躍
法
学
四
七
号
二
一
頁
（
一
九
九
八
年
）

．
『
原
子
力
損
害
の
民
事
責
任
に
関
す
る
ウ
ィ
ー
ン
条
約
改
正
議
定
書
及

び
原
子
力
損
害
の
補
完
的
補
償
に
関
す
る
条
約
－
平
成
一
○
～
一
二
年

度
国
際
原
子
力
責
任
班
中
間
報
告
書
‐
」
（
日
本
エ
ネ
ル
ギ
ー
法
研
究

所
、
二
○
○
一
年
）

。
「
原
子
力
損
害
民
事
責
任
ウ
ィ
ー
ン
条
約
」
地
球
環
境
法
研
究
会
編

『
地
球
環
境
条
約
集
第
三
版
』
六
三
九
頁
（
中
央
法
規
、
一
九
九
九
年
）

ｚ
巨
○
」
の
胃
ロ
ロ
日
長
の
》
・
玲
の
①
宮
の
曰
す
の
Ｈ
届
．
】
①
①
『
．
『
愚
劃
菖
荷
＆
冒

器
閂
・
げ
・
言
・
］
余
心
（
］
①
①
『
）
・
英
語
条
文
は
、
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
参
照
で
き
る
。
加
盟
国
は
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、
モ

ロ
ッ
コ
お
よ
び
ル
ー
マ
ニ
ア
の
三
カ
国
で
あ
る
。

（
７
）
百
ヰ
ロ
ヘ
ヘ
ロ
９
．
］
の
け
、
。
」
□
へ

（
８
）
第
一
二
回
原
子
力
委
員
会
定
例
会
議
の
配
付
資
料
で
あ
る
「
原
子

力
損
害
賠
償
制
度
検
討
会
報
告
書
」
と
第
一
三
回
の
配
付
資
料
で
あ

る
「
第
一
二
回
原
子
力
委
員
会
定
例
会
議
議
事
録
（
案
）
」
を
参
照
。

こ
れ
ら
は
、
亘
曰
（
へ
ロ
の
。
．
］
の
芹
．
、
○
・
一
ロ
ヘ
）
』
◎
の
ご
Ｚ
○
百
Ｐ
甘
口
丙
巴
二
斤
目

か
ら
入
手
可
能
で
あ
る
。

（
９
）
日
本
経
済
新
聞
二
○
○
二
年
四
月
一
四
日
第
一
三
版
一
面
参
照
。

（
皿
）
一
九
九
七
年
の
改
正
議
定
書
の
付
属
書
（
Ａ
Ｎ
Ｎ
Ｅ
Ｘ
）
に
あ
る

「
ウ
ィ
ー
ン
条
約
の
一
九
九
七
年
改
正
版
」
で
あ
る
。

締
約
国
は
、

原
子
力
の
平
和
的
利
用
に
起
因
し
て
生
じ
る
損
害
に
対
し
、
金
銭
上
の

保
護
を
提
供
す
る
た
め
の
最
低
基
準
を
設
け
る
こ
と
が
望
ま
し
い
こ
と
を

認
識
し
、

原
子
力
損
害
に
つ
い
て
の
民
事
責
任
に
関
す
る
条
約
が
各
国
の
憲
法
上

及
び
社
会
上
の
制
度
の
い
か
ん
に
か
か
わ
ら
ず
、
各
国
間
の
友
好
関
係
の

発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
確
信
し
、

こ
の
目
的
の
た
め
に
条
約
を
締
結
す
る
こ
と
を
決
定
し
て
、
次
の
と
お

り
協
定
し
た
。第
一
条
［
定
義
］

１
こ
の
条
約
の
適
用
上
、

③
「
者
」
と
は
、
個
人
、
組
合
、
公
法
上
又
は
私
法
上
の
団
体
（
法

人
で
あ
る
か
ど
う
か
を
問
わ
な
い
）
、
施
設
国
の
法
令
に
基
づ
い
て

法
人
格
を
有
す
る
国
際
機
関
及
び
国
又
は
そ
の
行
政
区
画
を
い
う
。

⑥
「
締
約
国
の
国
民
」
に
は
、
締
約
国
若
し
く
は
そ
の
行
政
区
画
、

組
合
又
は
締
約
国
の
領
域
内
で
設
立
さ
れ
た
公
法
上
若
し
く
は
私
法

上
の
団
体
（
法
人
で
あ
る
か
ど
う
か
を
問
わ
な
い
。
）
が
含
ま
れ
る
。

・
原
子
力
、
抽
濁
汚
染
、
宇
宙
物
体
損
害
責
任
、
海
洋
に
関
す
る
諸
条
約

の
公
定
訳

〈
仮
訳
〉
原
子
力
損
害
に
つ
い
て
の
民
事
責
任
に
関
す
る

改
正
ウ
ィ
ー
ン
条
約
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資 科

⑥
「
事
業
者
」
と
は
、
あ
る
原
子
力
施
設
に
つ
い
て
そ
の
事
業
者
と

し
て
施
設
国
に
よ
っ
て
指
定
又
は
承
認
さ
れ
た
者
を
い
う
。

㈹
「
施
設
国
」
と
は
、
あ
る
原
子
力
施
設
に
つ
い
て
そ
れ
が
自
国
の

領
域
内
に
あ
る
締
約
国
を
い
う
。
そ
れ
が
い
ず
れ
の
国
の
領
域
内
に

も
な
い
場
合
に
は
、
そ
れ
を
自
ら
運
転
す
る
か
又
は
運
転
す
る
こ
と

を
許
可
し
て
い
る
締
約
国
を
い
う
。

⑥
「
権
限
の
あ
る
裁
判
所
の
法
令
」
と
は
、
こ
の
条
約
に
基
づ
い
て

管
轄
権
を
有
す
る
裁
判
所
の
法
令
（
抵
触
法
に
関
す
る
法
規
則
を
含

む
。
）
を
い
う
。

㈹
「
核
燃
料
」
と
は
、
核
分
裂
の
自
続
的
連
鎖
作
用
に
よ
り
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
生
産
す
る
こ
と
の
で
き
る
あ
ら
ゆ
る
物
質
を
い
う
。

②
「
放
射
性
生
成
物
又
は
廃
棄
物
」
と
は
、
核
燃
料
の
生
産
若
し
く

は
使
用
に
際
し
て
生
じ
た
放
射
性
物
質
又
は
そ
れ
に
伴
う
放
射
線
に

さ
ら
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
放
射
性
を
帯
び
た
物
質
を
い
う
。
た
だ

し
、
科
学
、
医
学
、
農
業
、
商
業
又
は
工
業
の
目
的
の
た
め
に
使
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
成
形
加
工
の
最
終
段
階
に
達
し
た
放
射

性
同
位
元
素
は
含
ま
な
い
。

⑪
「
核
物
質
」
と
は
、
次
の
も
の
を
い
う
。

の
単
独
で
又
は
他
の
物
質
と
結
合
し
て
、
原
子
炉
の
外
で
も
核
分

裂
の
自
続
的
連
鎖
作
用
に
よ
り
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
生
産
す
る
こ
と
が

』
で
き
る
核
燃
料
（
天
然
ウ
ラ
ン
及
び
劣
化
ウ
ラ
ン
を
除
く
。
）

⑪
放
射
性
生
成
物
又
は
廃
棄
物

㈹
「
原
子
炉
」
と
は
、
核
燃
料
を
収
容
す
る
構
造
物
で
あ
っ
て
、
迫

加
的
中
性
子
源
の
供
給
な
し
に
核
分
裂
の
自
続
的
連
鎖
作
用
が
内
部

で
起
こ
り
う
る
ま
う
な
仕
組
み
を
有
す
る
も
の
を
い
う
。

①
「
原
子
力
施
設
」
と
は
、
次
の
も
の
を
い
う
。

①
原
子
炉
。
た
だ
し
、
動
力
源
（
推
進
用
で
あ
る
か
他
の
目
的
の

た
め
で
あ
る
か
を
問
わ
な
い
。
）
と
し
て
海
又
は
空
の
輸
送
手
段

に
装
備
さ
れ
る
も
の
を
除
く
。

⑪
核
物
質
の
生
産
の
た
め
に
核
燃
料
を
使
用
す
る
工
場
又
は
核
物

質
を
加
工
す
る
工
場
（
使
用
済
核
燃
料
を
再
処
理
す
る
も
の
を
含

む
。
）

⑪
核
物
質
を
貯
蔵
す
る
施
設
（
核
物
質
の
運
送
に
伴
う
貯
蔵
の
場

所
を
除
く
。
）

⑰
核
燃
料
又
は
放
射
性
生
成
物
若
し
く
は
廃
棄
物
が
存
在
す
る
そ

の
他
の
施
設
で
あ
っ
て
、
国
際
原
子
力
機
関
理
事
会
が
随
時
決
定

す
る
も
の
。

施
設
国
は
、
同
一
敷
地
内
に
あ
る
一
の
事
業
者
の
数
個
の
原
子
力
施

設
を
一
の
原
子
力
施
設
と
み
な
す
こ
と
を
、
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑪
「
原
子
力
損
害
」
と
は
、

の
人
の
死
亡
又
は
身
体
の
傷
害

⑪
財
産
の
滅
失
又
は
損
傷

及
び
、
権
限
の
あ
る
裁
判
所
の
法
令
が
認
め
る
程
度
に
お
い
て
次
の

も
の
を
い
う
。

⑪
⑩
又
は
⑪
に
定
め
る
損
失
又
は
損
害
か
ら
生
じ
る
経
済
的
損
失

で
あ
っ
て
、
の
又
は
⑪
に
定
め
る
損
失
又
は
損
害
に
関
し
て
賠
償
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を
求
め
る
権
利
を
有
す
る
者
に
生
じ
た
も
の
。
た
だ
し
、
の
又
は

⑪
で
賠
償
さ
れ
な
い
も
の
に
限
る
。

肋
悪
化
し
た
環
境
の
回
復
措
置
の
費
用
（
回
復
措
置
が
実
際
に
と

ら
れ
た
か
又
は
と
ら
れ
る
べ
き
場
合
で
あ
っ
て
、
か
つ
、
⑪
で
賠

償
さ
れ
な
い
も
の
に
限
る
）
。
た
だ
し
、
環
境
の
悪
化
が
重
大
で

な
い
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

肋
環
境
の
利
用
又
は
享
受
に
お
け
る
経
済
的
利
益
か
ら
得
ら
れ
る

収
入
の
喪
失
（
環
境
の
重
大
な
悪
化
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
⑪

で
賠
償
さ
れ
な
い
も
の
に
限
る
。
）

⑪
防
止
措
置
の
費
用
及
び
防
止
措
置
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た

損
失
又
は
損
害

伽
そ
の
他
の
経
済
的
損
失
で
あ
っ
て
、
環
境
の
悪
化
に
よ
っ
て
引

き
起
こ
さ
れ
た
も
の
で
な
い
も
の
。
た
だ
し
、
権
限
の
あ
る
裁
判

所
の
民
事
責
任
に
関
す
る
一
般
の
法
令
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
る
も

の
に
限
る
。

の
か
ら
肋
ま
で
及
び
㈹
に
関
し
て
は
、
損
失
又
は
損
害
が
、
原
子
力

施
設
内
の
あ
ら
ゆ
る
放
射
線
源
に
よ
っ
て
放
出
さ
れ
る
電
離
放
射
線
又

は
原
子
力
施
設
内
の
核
燃
料
又
は
放
射
性
生
成
物
若
し
く
は
廃
棄
物
及

び
原
子
力
施
設
か
ら
出
発
若
し
く
は
輸
送
を
開
始
し
又
は
原
子
力
施
設

へ
向
け
て
輸
送
を
行
っ
て
い
る
核
物
質
か
ら
放
出
さ
れ
る
電
離
放
射
線

か
ら
生
じ
た
場
合
に
限
る
。
損
失
又
は
損
害
が
、
物
質
の
放
射
性
か
ら

生
じ
た
か
又
は
放
射
性
と
毒
性
、
爆
発
性
若
し
く
は
そ
の
他
の
有
害
な

特
性
と
の
結
合
か
ら
生
じ
た
か
は
問
わ
な
い
。

⑪
「
原
子
力
事
故
」
と
は
、
い
ず
れ
か
の
出
来
事
又
は
同
一
の
原
因

に
よ
る
一
連
の
出
来
事
で
あ
っ
て
原
子
力
損
害
を
も
た
ら
す
も
の
を

い
う
。
防
止
措
置
に
関
し
て
は
、
原
子
力
損
害
を
も
た
ら
す
重
大
か

つ
急
迫
し
た
脅
威
を
生
じ
さ
せ
る
も
の
を
い
う
。

⑪
「
回
復
措
置
」
と
は
、
当
該
措
置
が
と
ら
れ
た
国
の
権
限
の
あ
る

当
局
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
た
相
当
の
措
置
で
あ
っ
て
、
損
害
を
受
け

若
し
く
は
破
壊
さ
れ
た
環
境
の
構
成
要
素
を
回
復
又
は
復
活
さ
せ
る

こ
と
又
は
相
当
の
場
合
に
は
当
該
構
成
要
素
の
等
価
物
を
環
境
に
組

み
入
れ
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
を
い
う
。
回
復
措
置
を
と
る
資

格
を
有
す
る
者
は
、
損
害
が
も
た
ら
さ
れ
た
国
の
法
令
に
よ
っ
て
定

め
ら
れ
る
。

⑪
「
防
止
措
置
」
と
は
、
㈹
の
か
ら
⑪
ま
で
又
は
伽
に
規
定
さ
れ
た

損
害
を
防
止
し
又
は
最
小
限
に
す
る
た
め
に
、
い
ず
れ
か
の
者
に
よ
っ

て
原
子
力
事
故
の
発
生
の
後
に
と
ら
れ
た
相
当
の
措
置
を
い
う
。
た

だ
し
、
当
該
措
置
が
と
ら
れ
た
国
の
法
令
で
求
め
ら
れ
る
権
限
の
あ

る
当
局
の
承
認
に
従
う
も
の
と
す
る
。

⑥
「
相
当
の
措
置
」
と
は
、
す
べ
て
の
事
情
を
考
慮
し
て
、
権
限
の

あ
る
裁
判
所
の
法
令
に
基
づ
い
て
適
切
か
つ
均
衡
の
と
れ
た
措
置
と

判
断
さ
れ
る
も
の
を
い
う
。
す
べ
て
の
事
情
に
は
、
例
え
ば
次
の
も

の
が
含
ま
れ
る
。

の
生
じ
た
損
害
の
種
類
及
び
程
度
。
防
止
措
置
に
関
し
て
は
、
生

じ
得
る
損
害
の
種
類
及
び
程
度

⑪
当
該
措
置
が
と
ら
れ
た
時
点
に
お
い
て
、
そ
れ
が
効
果
的
で
あ
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科資

る
と
考
え
ら
れ
る
程
度

⑪
関
連
す
る
科
学
技
術
的
専
門
性

⑪
「
特
別
引
出
権
」
（
以
下
、
Ｓ
Ｄ
Ｒ
と
い
う
。
）
と
は
、
国
際
通
貨

基
金
が
定
め
る
計
算
単
位
で
あ
っ
て
、
そ
の
操
作
及
び
取
引
の
た
め

に
利
用
さ
れ
る
も
の
を
い
う
。

２
施
設
国
は
、
包
含
さ
れ
る
危
険
の
程
度
が
小
さ
い
こ
と
が
確
実
で
あ

る
場
合
に
は
、
次
に
掲
げ
る
条
件
に
従
っ
て
、
原
子
力
施
設
又
は
少
量

の
核
物
質
を
こ
の
条
約
の
適
用
か
ら
除
外
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

③
原
子
力
施
設
に
関
し
て
は
、
除
外
の
基
準
が
国
際
原
子
力
機
関
理

事
会
に
よ
っ
て
設
定
さ
れ
て
お
り
、
か
つ
施
設
国
に
よ
る
除
外
が
そ

の
基
準
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
。

⑤
少
量
の
核
物
質
に
関
し
て
は
、
最
大
除
外
限
度
量
が
国
際
原
子
力

機
関
理
事
会
に
よ
っ
て
設
定
さ
れ
て
お
り
、
か
つ
施
設
国
に
よ
る
除

外
が
そ
の
設
定
さ
れ
た
限
度
内
で
あ
る
こ
と
。

原
子
力
施
設
の
適
用
除
外
基
準
及
び
少
量
の
核
物
質
の
最
大
除
外
限
度

量
は
、
同
理
事
会
に
よ
っ
て
定
期
的
に
検
討
さ
れ
る
。

第
一
Ａ
条
［
地
理
的
適
用
範
囲
］

１
こ
の
条
約
は
、
被
ら
れ
た
場
所
の
い
か
ん
を
問
わ
ず
、
原
子
力
損
害

に
適
用
さ
れ
る
。

２
１
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
施
設
国
は
立
法
に
よ
り
、
次
の
区
域
に

お
い
て
生
じ
る
損
害
を
こ
の
条
約
の
適
用
範
囲
か
ら
除
外
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

③
非
締
約
国
の
領
域
、
又
は

⑥
海
洋
に
関
す
る
国
際
法
に
従
っ
て
非
締
約
国
が
設
定
し
た
海
域

３
２
に
従
っ
た
適
用
除
外
は
、
次
に
掲
げ
る
条
件
の
双
方
を
事
故
の
発

生
の
時
に
お
い
て
満
た
す
非
締
約
国
に
関
し
て
の
み
適
用
さ
れ
る
。

③
自
己
の
領
域
内
又
は
海
洋
に
関
す
る
国
際
法
に
従
っ
て
自
己
が
設

定
し
た
海
域
内
に
、
原
子
力
施
設
を
有
す
る
こ
と
。

⑪
同
等
の
相
互
的
な
保
証
の
な
い
こ
と
。

４
２
に
従
っ
た
い
か
な
る
適
用
除
外
も
、
第
九
条
２
③
に
定
め
る
権
利

に
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
は
な
い
。
２
⑪
に
従
っ
た
適
用
除
外
は
、
船

舶
若
し
く
は
航
空
機
内
の
又
は
こ
れ
ら
に
対
す
る
損
害
に
は
拡
張
さ
れ

な
い
。

第
一
Ｂ
条
［
軍
事
施
設
へ
の
不
適
用
］

こ
の
条
約
は
、
非
平
和
的
目
的
に
利
用
さ
れ
る
原
子
力
施
設
に
は
適
用

さ
れ
な
い
。第
二
条
［
責
任
の
主
体
、
集
中
］

１
原
子
力
施
設
の
事
業
者
は
、
次
に
掲
げ
る
原
子
力
事
故
に
よ
っ
て
生

じ
た
と
証
明
さ
れ
た
原
子
力
損
害
に
つ
い
て
責
任
を
負
う
。

③
自
己
の
原
子
力
施
設
内
に
お
け
る
原
子
力
事
故

⑪
自
己
の
原
子
力
施
設
か
ら
出
発
又
は
輸
送
を
開
始
し
た
核
物
質
に

関
係
す
る
原
子
力
事
故
で
あ
っ
て
、
次
に
掲
げ
る
時
点
の
前
に
生
じ

た
も
の
。

⑩
核
物
質
に
関
係
す
る
原
子
力
事
故
の
危
険
の
責
任
が
、
書
面
に

明
示
さ
れ
た
契
約
条
項
に
従
っ
て
、
他
の
原
子
力
施
設
の
事
業
者

に
よ
っ
て
引
き
受
け
ら
れ
る
時
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⑪
の
に
定
め
る
よ
う
な
明
示
の
契
約
条
項
が
な
い
場
合
に
は
、
他

の
原
子
力
施
設
の
事
業
者
が
核
物
質
を
引
き
取
る
時

⑪
動
力
源
（
推
進
用
で
あ
る
か
他
の
目
的
の
た
め
で
あ
る
か
を
問

わ
な
い
。
）
と
し
て
利
用
す
る
た
め
に
輸
送
手
段
に
装
備
さ
れ
た

原
子
炉
に
お
い
て
利
用
さ
れ
る
こ
と
が
意
図
さ
れ
て
い
る
核
物
質

の
場
合
に
は
、
当
該
原
子
炉
の
運
転
を
正
当
に
許
可
さ
れ
た
者
が

核
物
質
を
引
き
取
る
時

⑰
㈹
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
核
物
質
が
非
締
約
国
の
領
域
内
の

者
へ
向
け
て
送
ら
れ
る
場
合
に
は
、
当
該
非
締
約
国
の
領
域
内
に

到
着
し
た
輸
送
手
段
か
ら
核
物
質
が
荷
下
ろ
し
さ
れ
る
時

ｂ
自
己
の
原
子
力
施
設
へ
向
け
て
輸
送
さ
れ
る
核
物
質
に
関
係
す
る

原
子
力
事
故
で
あ
っ
て
、
次
に
掲
げ
る
時
点
の
後
に
生
じ
た
も
の
。

の
核
物
質
に
関
係
す
る
原
子
力
事
故
の
危
険
の
責
任
を
、
書
面
に

明
示
さ
れ
た
契
約
条
項
に
従
っ
て
、
当
該
事
業
者
が
他
の
原
子
力

施
設
の
事
業
者
か
ら
引
き
受
け
た
時

⑪
の
に
定
め
る
よ
う
な
明
示
の
契
約
条
項
が
な
い
場
合
に
は
、
当

該
事
業
者
が
核
物
質
を
引
き
取
っ
た
時

⑪
動
力
源
（
推
進
用
で
あ
る
か
他
の
目
的
の
た
め
で
あ
る
か
を
問

わ
な
い
。
）
と
し
て
利
用
す
る
た
め
に
輸
送
手
段
に
装
備
さ
れ
た

原
子
炉
を
運
転
す
る
者
か
ら
、
当
該
事
業
者
が
核
物
質
を
引
き
取
っ

た
時

⑪
価
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
事
業
者
の
書
面
に
よ
る
同
意

を
得
て
核
物
質
が
非
締
約
国
の
領
域
内
の
者
か
ら
送
ら
れ
る
場
合

に
は
、
当
該
非
締
約
国
の
領
域
か
ら
核
物
質
を
運
送
す
る
た
め
の

輸
送
手
段
に
核
物
質
が
積
み
込
ま
れ
た
時

た
だ
し
、
原
子
力
損
害
を
引
き
起
こ
し
た
原
子
力
事
故
が
原
子
力
施
設

内
で
生
じ
、
か
つ
、
当
該
事
故
が
運
送
に
伴
っ
て
貯
蔵
さ
れ
て
い
た
核
物

質
に
関
係
す
る
場
合
に
は
、
⑪
又
は
⑥
の
規
定
に
よ
っ
て
他
の
事
業
者
又

は
他
の
者
が
単
独
で
責
任
を
負
う
と
き
は
、
③
の
規
定
は
適
用
さ
れ
な
い
。

２
施
設
国
は
、
国
内
法
令
に
よ
り
、
そ
れ
に
定
め
る
条
件
に
従
っ
て
、

核
物
質
の
運
送
を
行
う
者
又
は
放
射
性
廃
棄
物
の
取
扱
い
を
行
う
者
を
、

こ
れ
ら
の
者
の
申
請
及
び
関
係
事
業
者
の
同
意
に
基
づ
い
て
、
核
物
質

又
は
放
射
性
廃
棄
物
に
関
し
て
、
当
該
事
業
者
に
代
わ
る
事
業
者
と
し

て
指
名
又
は
承
認
で
き
る
こ
と
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合

に
お
い
て
、
当
該
運
送
者
又
は
取
扱
者
は
、
こ
の
条
約
の
適
用
上
、
当

該
国
の
領
域
内
に
あ
る
原
子
力
施
設
の
事
業
者
と
み
な
さ
れ
る
。

３
③
原
子
力
損
害
が
複
数
の
事
業
者
の
責
任
に
係
る
場
合
に
は
、
関
係

す
る
事
業
者
は
、
各
事
業
者
に
帰
す
る
損
害
を
合
理
的
に
分
割
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
限
り
に
お
い
て
、
連
帯
し
て
責
任
を
負
う
。
施
設

国
は
、
一
の
事
故
に
用
い
ら
れ
る
公
的
資
金
の
額
を
、
こ
の
前
段
に

よ
っ
て
定
ま
る
額
と
第
五
条
１
に
従
っ
て
設
定
さ
れ
た
額
と
の
間
に

差
額
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
差
額
に
制
限
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑪
原
子
力
事
故
が
核
物
質
の
運
送
中
に
生
じ
た
場
合
で
あ
っ
て
、
そ

れ
が
同
一
の
輸
送
手
段
に
お
い
て
又
は
運
送
に
伴
う
貯
蔵
の
と
き
は

同
一
の
原
子
力
施
設
内
に
お
い
て
生
じ
、
か
つ
、
こ
れ
に
よ
っ
て
も

た
ら
さ
れ
た
原
子
力
損
害
が
複
数
の
事
業
者
の
責
任
に
係
る
と
き
は
、
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責
任
の
総
額
は
、
第
五
条
に
従
っ
て
い
ず
れ
か
一
の
事
業
者
に
適
用

さ
れ
る
最
高
額
を
超
え
な
い
も
の
と
す
る
。

⑥
３
③
及
び
⑥
に
定
め
る
場
合
に
お
い
て
は
、
い
か
な
る
事
業
者
の

責
任
も
、
第
五
条
に
従
っ
て
そ
の
者
に
適
用
さ
れ
る
金
額
を
超
え
な

い
も
の
と
す
る
。

４
３
の
規
定
に
従
う
こ
と
を
条
件
と
し
て
、
一
の
事
業
者
の
複
数
の
原

子
力
施
設
が
一
の
原
子
力
事
故
に
関
係
す
る
場
合
に
は
、
当
該
事
業
者

は
、
第
五
条
に
従
っ
て
自
己
に
適
用
さ
れ
る
金
額
を
上
限
と
し
て
、
関

係
す
る
原
子
力
施
設
に
関
し
て
責
任
を
負
う
。
施
設
国
は
、
用
い
ら
れ

る
公
的
資
金
の
金
額
を
、
３
③
の
規
定
の
場
合
と
同
様
に
制
限
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

５
こ
の
条
約
に
別
段
の
定
め
の
あ
る
場
合
を
除
く
ほ
か
、
事
業
者
以
外

の
者
は
、
原
子
力
損
害
に
対
し
て
責
任
を
負
わ
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、

輸
送
の
分
野
に
お
け
る
国
際
条
約
で
あ
っ
て
、
こ
の
条
約
が
署
名
の
た

め
に
開
放
さ
れ
る
日
に
効
力
を
生
じ
て
い
る
も
の
又
は
そ
の
日
に
署
名
、

批
准
若
し
く
は
加
入
の
た
め
に
開
放
さ
れ
て
い
る
も
の
の
適
用
に
影
響

を
及
ぼ
す
も
の
で
は
な
い
。

６
第
一
条
１
⑪
に
よ
れ
ば
原
子
力
損
害
で
な
い
が
、
同
号
の
各
規
定
に

お
い
て
原
子
力
損
害
と
認
め
る
こ
と
が
で
き
た
か
も
し
れ
な
い
損
失
又

は
損
害
に
つ
い
て
は
、
い
か
な
る
者
も
責
任
を
負
わ
な
い
。

７
直
接
請
求
は
、
権
限
の
あ
る
裁
判
所
の
法
令
に
定
め
が
あ
る
場
合
に
、

第
七
条
に
従
っ
て
金
銭
上
の
保
証
を
提
供
す
る
者
に
対
し
て
行
わ
れ
る
。

第
三
条
［
金
銭
上
の
保
証
の
証
明
書
］

こ
の
条
約
に
従
っ
て
責
任
を
負
う
事
業
者
は
、
第
七
条
に
従
っ
て
求
め

ら
れ
る
金
銭
上
の
保
証
を
提
供
す
る
保
険
会
社
そ
の
他
の
保
証
提
供
者
が

発
行
し
又
は
そ
の
名
に
お
い
て
発
行
さ
れ
た
証
明
書
を
運
送
者
に
提
供
す

る
。
た
だ
し
、
施
設
国
は
、
自
国
の
領
域
内
の
み
に
お
い
て
行
わ
れ
る
運

送
に
関
し
て
は
、
こ
の
義
務
を
免
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
証
明
書
に
は
、

事
業
者
の
名
称
及
び
住
所
並
び
に
保
証
の
金
額
、
種
類
及
び
有
効
期
間
を

記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
証
明
書
を
発
行
し
た
者
又
は
自
己
の
名
に
お

い
て
発
行
し
た
者
は
、
こ
れ
ら
の
記
載
を
争
う
こ
と
が
で
き
な
い
。
証
明

書
は
、
保
証
が
適
用
さ
れ
る
核
物
質
を
明
示
し
、
か
つ
、
名
称
を
記
載
さ

れ
た
者
が
こ
の
条
約
に
い
う
事
業
者
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
の
施
設
国
の

権
限
の
あ
る
当
局
に
よ
る
記
載
を
含
む
。

第
四
条
［
無
過
失
責
任
、
過
失
相
殺
、
免
責
事
由
］

１
こ
の
条
約
に
基
づ
く
原
子
力
損
害
に
関
す
る
事
業
者
の
責
任
は
、
絶

対
的
な
も
の
と
す
る
。

２
原
子
力
損
害
の
全
部
又
は
一
部
が
、
損
害
を
被
っ
た
者
の
重
大
な
過

失
又
は
損
害
を
も
た
ら
す
こ
と
を
意
図
し
た
作
為
若
し
く
は
不
作
為
か

ら
生
じ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
事
業
者
が
証
明
し
た
場
合
、
権
限
の
あ

る
裁
判
所
は
、
自
国
の
法
令
に
定
め
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
者
が
被
っ

た
損
害
に
関
し
て
事
業
者
の
賠
償
義
務
の
全
部
又
は
一
部
を
免
除
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

３
事
業
者
は
、
原
子
力
損
害
が
武
力
紛
争
、
敵
対
行
為
、
内
乱
又
は
暴

動
に
直
接
起
因
す
る
こ
と
を
証
明
し
た
場
合
に
は
、
こ
の
条
約
に
基
づ

く
責
任
を
負
わ
な
い
。
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刈
詮
原
子
力
損
害
及
び
原
子
力
損
害
で
な
い
損
害
の
双
方
が
、
原
子
力
事

故
又
は
原
子
力
事
故
と
一
若
し
く
は
二
以
上
の
他
の
出
来
事
と
の
共
同

に
よ
っ
て
生
じ
た
場
合
、
原
子
力
損
害
で
な
い
損
害
は
、
原
子
力
損
害

と
合
理
的
に
分
割
で
き
な
い
限
り
に
お
い
て
、
こ
の
条
約
の
適
用
上
、

原
子
力
事
故
に
よ
っ
て
生
じ
た
原
子
力
損
害
と
み
な
さ
れ
る
。
た
だ
し
、

損
害
が
、
こ
の
条
約
の
適
用
を
受
け
る
原
子
力
事
故
と
こ
の
条
約
の
適

用
を
受
け
な
い
電
離
放
射
線
の
放
出
と
の
共
同
に
よ
っ
て
生
じ
た
場
合

に
は
、
こ
の
条
約
の
い
か
な
る
規
定
も
、
電
離
放
射
線
の
放
出
に
関
し

て
責
任
を
負
う
と
判
断
さ
れ
る
者
の
責
任
に
つ
い
て
、
原
子
力
損
害
を

被
っ
た
者
又
は
求
償
若
し
く
は
負
担
に
関
し
て
、
こ
れ
を
制
限
し
又
は

そ
の
他
の
影
響
を
こ
れ
に
及
ぼ
す
も
の
で
は
な
い
。

５
事
業
者
は
、
次
に
掲
げ
る
原
子
力
損
害
に
関
し
て
は
、
こ
の
条
約
に

基
づ
く
責
任
を
負
わ
な
い
。

⑨
原
子
力
施
設
自
体
又
は
原
子
力
施
設
の
敷
地
内
に
あ
る
他
の
原
子

力
施
設
（
建
設
中
の
も
の
を
含
む
。
）
に
対
す
る
原
子
力
損
害

⑥
原
子
力
施
設
の
敷
地
内
に
あ
る
財
産
で
あ
っ
て
、
当
該
施
設
に
関
連

し
て
現
在
若
し
く
は
将
来
利
用
さ
れ
る
も
の
に
対
す
る
原
子
力
損
害

６
原
子
力
事
故
の
発
生
の
時
に
核
物
質
が
積
載
さ
れ
て
い
た
輸
送
手
段

に
対
し
て
生
じ
た
損
害
の
賠
償
は
、
そ
の
他
の
損
害
に
関
す
る
事
業
者

の
責
任
を
一
億
五
千
万
Ｓ
Ｄ
Ｒ
若
し
く
は
締
約
国
の
法
令
が
設
定
す
る

そ
れ
よ
り
高
い
金
額
又
は
第
五
条
１
⑥
に
よ
り
設
定
さ
れ
る
金
額
の
い

ず
れ
か
よ
り
も
少
な
い
金
額
に
減
じ
る
効
果
を
持
た
な
い
。

７
こ
の
条
約
の
い
か
な
る
規
定
も
、
事
業
者
が
３
又
は
５
の
規
定
に
よ
っ

て
こ
の
条
約
に
基
づ
く
責
任
を
負
わ
な
い
原
子
力
損
害
で
あ
っ
て
、
あ

る
個
人
が
損
害
を
も
た
ら
す
こ
と
を
意
図
し
た
作
為
若
し
く
は
不
作
為

か
ら
生
じ
た
も
の
に
関
し
て
、
当
該
個
人
の
責
任
に
影
響
を
及
ぼ
す
も

の
で
は
な
い
。

第
五
条
［
責
任
の
限
度
額
］

１
施
設
国
は
、
一
の
原
子
力
事
故
に
つ
い
て
、
事
業
者
の
責
任
を
次
に

掲
げ
る
い
ず
れ
か
の
金
額
に
制
限
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

③
三
億
Ｓ
Ｄ
Ｒ
以
上
の
額
、
又
は

⑥
一
億
五
千
万
Ｓ
Ｄ
Ｒ
以
上
の
額
（
た
だ
し
、
そ
の
金
額
を
超
え
て

少
な
く
と
も
三
億
Ｓ
Ｄ
Ｒ
ま
で
は
原
子
力
損
害
を
賠
償
す
る
た
め
に

公
的
資
金
が
そ
の
国
に
よ
っ
て
提
供
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
）
、

又
は

⑥
こ
の
議
定
書
が
効
力
を
生
じ
る
日
か
ら
一
五
年
間
に
限
っ
て
は
、

そ
の
期
間
内
に
生
じ
た
原
子
力
事
故
に
関
し
て
経
過
的
に
適
用
さ
れ

る
一
億
Ｓ
Ｄ
Ｒ
以
上
の
額
。
原
子
力
損
害
の
賠
償
の
た
め
に
、
一
億

Ｓ
Ｄ
Ｒ
ま
で
の
差
額
が
そ
の
国
の
公
的
資
金
に
よ
っ
て
提
供
さ
れ
る

場
合
に
は
、
一
億
Ｓ
Ｄ
Ｒ
よ
り
少
な
い
額
を
設
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
１
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
施
設
国
は
、
原
子
力
施
設
又
は
関
係
す

る
核
物
質
体
の
種
類
及
び
こ
れ
ら
に
起
因
す
る
事
故
の
想
定
さ
れ
る
結

果
を
考
慮
し
て
、
よ
り
少
額
の
事
業
者
の
責
任
を
設
け
る
こ
と
が
で
き

る
。
た
だ
し
、
い
か
な
る
場
合
に
も
、
設
定
さ
れ
る
金
額
は
五
○
○
万

Ｓ
Ｄ
Ｒ
を
下
回
っ
て
は
な
ら
ず
、
か
つ
、
施
設
国
は
１
の
規
定
に
従
っ

て
設
け
ら
れ
る
金
額
ま
で
公
的
資
金
が
提
供
さ
れ
る
こ
と
を
確
保
し
な
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け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
責
任
を
負
う
事
業
者
の
施
設
国
が
１
及
び
２
並
び
に
第
四
条
６
の
規

定
に
従
っ
て
設
定
す
る
金
額
は
、
原
子
力
事
故
の
発
生
の
場
所
の
い
か

ん
を
問
わ
ず
に
適
用
す
る
。

第
五
Ａ
条
［
利
息
及
び
通
貨
］

１
原
子
力
損
害
の
賠
償
を
請
求
す
る
訴
え
に
お
い
て
裁
判
所
に
よ
っ
て

認
め
ら
れ
た
利
息
及
び
費
用
は
、
前
条
に
い
う
金
額
に
追
加
し
て
支
払

わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
前
条
及
び
第
四
条
６
に
定
め
る
金
額
に
つ
い
て
は
、
各
国
の
通
貨
の

端
数
の
な
い
金
額
に
換
算
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
五
Ｂ
条
［
権
利
行
使
手
続
の
一
本
化
］

締
約
国
は
、
損
害
を
被
っ
た
者
が
、
賠
償
の
た
め
に
提
供
さ
れ
る
資
金

ご
と
に
個
別
の
手
続
を
と
る
必
要
な
く
賠
償
の
権
利
を
行
使
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
五
Ｃ
条
［
締
約
国
、
施
設
国
以
外
で
の
支
払
及
び
手
続
］

１
管
轄
権
を
有
す
る
裁
判
所
が
施
設
国
以
外
の
締
約
国
の
裁
判
所
で
あ

る
場
合
、
第
五
条
１
⑪
及
び
⑥
並
び
に
第
七
条
１
の
規
定
に
よ
っ
て
要

求
さ
れ
る
公
的
資
金
並
び
に
裁
判
所
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
る
利
息
及
び

費
用
は
、
当
該
施
設
国
以
外
の
締
約
国
に
よ
っ
て
提
供
さ
れ
る
。
施
設

国
は
、
支
払
わ
れ
た
金
額
の
総
額
を
当
該
施
設
国
以
外
の
締
約
国
に
償

還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
ら
の
締
約
国
は
、
償
還
手
続
に
関
し

て
合
意
す
る
。

２
管
轄
権
を
有
す
る
裁
判
所
が
施
設
国
以
外
の
締
約
国
の
裁
判
所
で
あ

る
場
合
、
管
轄
権
を
有
す
る
裁
判
所
が
属
す
る
締
約
国
は
、
施
設
国
が

訴
訟
手
続
に
関
与
し
、
か
つ
、
賠
償
に
関
す
る
解
決
手
段
に
参
加
す
る

こ
と
が
で
き
る
た
め
に
あ
ら
ゆ
る
必
要
な
措
置
を
と
る
。

第
五
Ｄ
条
［
責
任
限
度
額
の
簡
易
改
正
］

１
締
約
国
の
三
分
の
一
が
希
望
を
表
明
す
る
場
合
に
は
、
第
五
条
に
定

め
る
責
任
限
度
額
を
改
正
す
る
た
め
に
、
国
際
原
子
力
機
関
事
務
局
長

に
よ
っ
て
締
約
国
の
会
合
が
招
集
さ
れ
る
。

２
改
正
は
、
出
席
し
か
つ
投
票
す
る
締
約
国
の
三
分
の
一
一
以
上
の
多
数

に
よ
る
議
決
で
採
択
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
締
約
国
の
少
な
く
と
も
半
数

が
、
投
票
の
時
に
出
席
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
限
度
額
を
改
正
す
る
提
案
に
つ
い
て
議
決
す
る
際
に
牡
、
締
約
国
の

会
合
は
、
特
に
原
子
力
事
故
に
起
因
し
て
損
害
が
生
じ
る
お
そ
れ
、
貨
幣

価
値
の
変
動
及
び
保
険
市
場
の
引
受
能
力
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４
③
２
の
規
定
に
従
っ
て
採
択
さ
れ
た
改
正
は
、
国
際
原
子
力
機
関
事

務
局
長
が
す
べ
て
の
締
約
国
に
対
し
て
受
諾
の
た
め
に
通
報
す
る
。

会
合
に
よ
っ
て
改
正
が
採
択
さ
れ
た
時
に
お
け
る
締
約
国
の
少
な
く

と
も
三
分
の
一
が
国
際
原
子
力
機
関
事
務
局
長
に
対
し
て
改
正
を
受

諾
す
る
旨
を
通
告
し
た
場
合
、
改
正
は
、
そ
れ
が
通
報
さ
れ
た
日
か

ら
起
算
し
て
一
八
ヶ
月
が
経
過
し
た
日
に
受
諾
さ
れ
た
も
の
と
み
な

さ
れ
る
。
こ
の
項
に
従
っ
て
受
諾
さ
れ
た
修
正
は
、
こ
れ
を
受
諾
し

た
締
約
国
に
つ
い
て
、
そ
の
受
諾
の
日
か
ら
一
二
ヶ
月
を
経
過
し
た

日
に
効
力
を
生
じ
る
。

⑥
受
諾
の
た
め
の
通
報
か
ら
一
八
ヶ
月
以
内
に
、
③
の
規
定
に
従
っ
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て
改
正
が
受
諾
さ
れ
な
い
場
合
、
改
正
は
拒
絶
さ
れ
た
も
の
と
み
な

さ
れ
る
。

５
改
正
が
受
諾
さ
れ
た
け
れ
ど
も
未
だ
効
力
を
生
じ
て
い
な
い
間
又
は

４
の
規
定
に
従
っ
て
効
力
を
生
じ
た
後
に
改
正
を
受
諾
す
る
締
約
国
に

関
し
て
は
、
改
正
は
、
当
該
締
約
国
が
改
正
を
受
諾
し
た
後
一
二
ヶ
月

を
経
過
し
た
日
に
効
力
を
生
じ
る
。

６
４
の
規
定
に
従
っ
て
改
正
が
効
力
を
生
じ
た
後
に
こ
の
条
約
の
締
約

国
と
な
っ
た
国
は
、
上
当
該
国
が
異
な
っ
た
意
思
を
表
明
し
な
い
限
り
、

③
改
正
さ
れ
た
こ
の
条
約
の
締
約
国
と
み
な
さ
れ
、

⑤
改
正
に
拘
束
さ
れ
な
い
締
約
国
と
の
関
係
に
お
い
て
は
、
改
正
前

の
条
約
の
締
約
国
と
み
な
さ
れ
る
。

第
六
条
［
時
効
］

１
③
こ
の
条
約
に
基
づ
い
て
賠
償
を
請
求
す
る
権
利
は
、
次
の
期
間
内

に
訴
え
が
提
起
さ
れ
な
い
場
合
に
は
、
消
滅
す
る
。

の
死
亡
又
は
身
体
の
傷
害
に
関
し
て
は
、
原
子
力
事
故
の
発
生
の

日
か
ら
三
○
年

⑪
そ
の
他
の
損
害
に
関
し
て
は
、
原
子
力
事
故
の
発
生
の
日
か
ら

一
○
年

⑪
施
設
国
の
法
令
に
よ
れ
ば
、
事
業
者
の
責
任
が
保
険
又
は
国
家
の

資
金
を
含
む
そ
の
他
の
金
銭
上
の
保
証
に
よ
っ
て
③
に
定
め
る
期
間

よ
り
長
い
間
担
保
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
権
限
の
あ
る
裁
判
所
の

法
令
は
、
事
業
者
に
対
し
て
賠
償
を
請
求
す
る
権
利
が
、
③
に
定
め

る
期
間
よ
り
長
い
期
間
で
あ
っ
て
、
施
設
国
の
法
令
に
基
づ
い
て
事

業
者
の
責
任
が
担
保
さ
れ
る
期
間
を
超
え
な
い
期
間
の
後
に
の
み
消

滅
す
る
旨
を
規
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑥
死
亡
及
び
身
体
の
傷
害
に
関
す
る
賠
償
を
請
求
す
る
訴
え
又
は
⑪

に
基
づ
く
期
間
の
延
長
に
従
っ
て
そ
の
他
の
損
害
に
関
す
る
賠
償
を

請
求
す
る
訴
え
で
あ
っ
て
、
原
子
力
事
故
の
発
生
の
日
か
ら
一
○
年

を
経
過
し
た
後
に
提
起
さ
れ
た
も
の
は
、
い
か
な
る
場
合
に
も
、
一

○
年
の
期
間
の
満
了
の
前
に
事
業
者
に
対
し
て
訴
え
を
提
起
し
た
者

の
こ
の
条
約
に
基
づ
い
て
賠
償
を
請
求
す
る
権
利
に
影
響
を
及
ぼ
す

も
の
で
は
な
い
。

２
［
削
除
］

３
こ
の
条
約
に
基
づ
い
て
賠
償
を
請
求
す
る
権
利
は
、
権
限
の
あ
る
裁

判
所
の
法
令
に
規
定
さ
れ
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
損
害
を
被
っ
た
者
が
損

害
及
び
損
害
に
対
し
て
責
任
を
有
す
る
事
業
者
を
知
っ
た
日
又
は
合
理

的
に
知
り
う
べ
き
で
あ
っ
た
日
か
ら
三
年
以
内
に
訴
え
が
提
起
さ
れ
な

い
場
合
に
は
、
消
滅
時
効
又
は
除
斥
期
間
の
適
用
を
受
け
る
。
た
だ
し
、

１
③
及
び
⑪
の
規
定
に
従
っ
て
定
め
ら
れ
た
期
間
を
超
え
て
は
な
ら
な
い
。

４
権
限
の
あ
る
裁
判
所
の
法
令
に
別
段
の
定
め
が
あ
る
場
合
を
除
く
ほ

か
、
原
子
力
損
害
を
被
っ
た
と
主
張
し
て
こ
の
条
に
よ
っ
て
適
用
さ
れ

る
期
間
内
に
賠
償
の
請
求
の
訴
え
を
提
起
し
た
者
は
、
当
該
期
間
の
経

過
し
た
後
で
あ
っ
て
も
、
損
害
の
拡
大
を
考
慮
し
て
請
求
を
変
更
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
終
局
判
決
が
言
い
渡
さ
れ
て
い
る
場
合
は

こ
の
限
り
で
な
い
。

５
管
轄
権
が
第
一
一
条
３
⑪
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
場
合
に
お
い
て
、
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こ
の
決
定
を
行
う
権
限
の
あ
る
い
ず
れ
か
の
締
約
国
に
対
し
て
こ
の
条

に
定
め
る
期
間
内
に
決
定
の
申
立
て
が
さ
れ
た
け
れ
ど
も
、
決
定
の
後

の
残
余
の
期
間
が
六
ヶ
月
よ
り
短
い
と
き
は
、
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と

が
で
き
る
期
間
は
、
決
定
の
日
か
ら
起
算
し
て
六
ヶ
月
と
す
る
。

第
七
条
［
保
険
、
保
証
］

１
③
事
業
者
は
、
原
子
力
損
害
に
対
す
る
自
己
の
責
任
を
担
保
す
る
保

険
そ
の
他
の
金
銭
上
の
保
証
（
金
額
、
種
類
及
び
条
件
は
施
設
国
が

定
め
る
。
）
を
維
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
施
設
国
は
、
保
険
そ

の
他
の
金
銭
上
の
保
証
の
実
額
が
事
業
者
に
対
し
て
確
定
さ
れ
た
原

子
力
損
害
の
賠
償
に
係
る
債
権
の
弁
済
の
た
め
に
十
分
で
な
い
範
囲

（
第
五
条
に
従
っ
て
設
定
さ
れ
る
限
度
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
れ
を

超
え
な
い
範
囲
に
限
る
。
）
に
お
い
て
、
必
要
な
資
金
を
提
供
す
る

こ
と
に
よ
り
、
当
該
債
権
に
つ
い
て
の
支
払
い
を
確
保
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
事
業
者
の
責
任
が
無
限
で
あ
る
場
合
に
は
、
施
設
国
は

責
任
を
負
う
事
業
者
の
金
銭
上
の
保
証
の
限
度
を
設
定
す
る
こ
と
が

で
き
る
が
、
そ
の
限
度
額
は
三
億
Ｓ
Ｄ
Ｒ
を
下
回
っ
て
は
な
ら
な
い
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
施
設
国
は
、
金
銭
上
の
保
証
の
実
額
が
事
業

者
に
対
し
て
確
定
さ
れ
た
原
子
力
損
害
の
賠
償
に
係
る
債
権
の
弁
済

の
た
め
に
十
分
で
な
い
範
囲
（
こ
の
項
に
基
づ
い
て
定
め
ら
れ
る
金

銭
上
の
保
証
の
金
額
を
超
え
な
い
範
囲
に
限
る
。
）
に
お
い
て
、
当

該
債
権
に
つ
い
て
の
支
払
い
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

⑤
③
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
事
業
者
の
責
任
が
無
限
で
あ
る
場
合

に
は
、
施
設
国
は
、
原
子
力
施
設
又
は
関
係
す
る
核
物
質
体
の
種
類

及
び
こ
れ
ら
に
起
因
す
る
事
故
の
想
定
さ
れ
る
結
果
を
考
慮
し
て
、

よ
り
少
額
の
金
銭
上
の
保
証
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、

い
か
な
る
場
合
に
も
、
設
定
さ
れ
る
金
額
は
五
○
○
万
Ｓ
Ｄ
Ｒ
を
下

回
っ
て
は
な
ら
ず
、
か
つ
、
金
銭
上
の
保
証
の
実
額
が
事
業
者
に
対

し
て
確
定
さ
れ
た
原
子
力
損
害
の
賠
償
に
係
る
債
権
の
弁
済
の
た
め

に
十
分
で
な
い
範
囲
に
お
い
て
、
③
の
規
定
に
従
っ
て
定
め
ら
れ
る

限
度
ま
で
、
施
設
国
は
、
当
該
債
権
に
つ
い
て
の
支
払
い
を
確
保
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
、

２
１
の
規
定
は
、
締
約
国
又
は
そ
の
行
政
区
画
（
州
又
は
共
和
国
な
ど
）

に
対
し
て
、
自
ら
事
業
者
と
し
て
負
う
責
任
を
担
保
す
る
た
め
に
保
険

そ
の
他
の
金
銭
上
の
保
証
を
維
持
す
る
こ
と
を
求
め
る
も
の
で
は
な
い
。

３
保
険
そ
の
他
の
金
銭
上
の
保
証
又
は
施
設
国
に
よ
っ
て
１
又
は
策
五

条
１
⑥
及
び
⑥
の
規
定
に
従
っ
て
提
供
さ
れ
る
資
金
は
、
こ
の
条
約
に

基
づ
い
て
支
払
わ
れ
る
賠
償
に
の
み
充
て
ら
れ
る
。

４
保
険
者
そ
の
他
の
保
証
提
供
者
は
、
１
の
規
定
に
従
っ
て
提
供
さ
れ

る
保
険
そ
の
他
の
金
銭
上
の
保
証
を
、
権
限
の
あ
る
当
局
に
対
し
て
少

な
く
と
も
二
ヶ
月
前
に
書
面
に
よ
る
予
告
を
与
え
な
い
で
停
止
又
は
取

り
消
し
て
は
な
ら
ず
、
ま
た
、
保
険
そ
の
他
の
金
銭
上
の
保
証
が
核
物

質
の
運
送
に
係
る
場
合
に
は
、
運
送
の
間
、
こ
れ
を
停
止
又
は
取
り
消

し
て
は
な
ら
な
い
。

第
八
条
［
準
拠
法
］

１
こ
の
条
約
の
規
定
に
従
う
こ
と
を
条
件
と
し
て
、
損
害
賠
償
の
性
質
、

方
式
及
び
程
度
、
並
び
に
賠
償
金
の
公
平
な
分
配
は
、
権
限
の
あ
る
裁
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判
所
の
法
令
に
よ
る
。

２
第
六
条
１
⑥
の
規
定
に
従
う
こ
と
を
条
件
と
し
て
、
事
業
者
に
対
し

て
行
わ
れ
る
請
求
に
関
し
て
こ
の
条
約
に
基
づ
い
て
賠
償
さ
れ
る
損
害

が
、
第
五
条
１
の
規
定
に
従
っ
て
支
払
い
に
充
て
ら
れ
る
最
高
額
を
超

え
又
は
超
え
る
お
そ
れ
の
あ
る
場
合
、
賠
償
金
の
分
配
は
、
死
亡
又
は

人
身
の
傷
害
に
関
す
る
請
求
に
対
し
て
優
先
的
に
行
わ
れ
る
。

第
九
条
［
社
会
保
障
と
の
関
係
、
代
位
権
］

１
国
若
し
く
は
公
け
の
健
康
保
険
、
社
会
保
険
、
社
会
保
障
、
労
働
者

災
害
補
償
又
は
職
業
病
補
償
の
制
度
の
規
定
が
原
子
力
損
害
の
賠
償
を

含
む
場
合
、
当
該
制
度
の
受
益
者
が
有
す
る
こ
の
条
約
に
基
づ
く
賠
償

の
権
利
及
び
責
任
を
負
う
事
業
者
に
対
す
る
当
該
制
度
に
基
づ
く
求
償

権
は
、
こ
の
条
約
の
規
定
に
従
う
こ
と
を
条
件
と
し
て
、
当
該
制
度
が

設
け
ら
れ
て
い
る
締
約
国
の
国
内
法
令
又
は
当
該
制
度
を
設
け
て
い
る

政
府
間
組
織
の
規
則
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
る
。

２
③
締
約
国
の
国
民
で
あ
っ
て
事
業
者
で
な
い
者
は
、
国
際
条
約
又
は

非
締
約
国
の
法
令
に
基
づ
い
て
原
子
力
損
害
の
賠
償
金
を
支
払
っ
た

場
合
に
は
、
そ
の
支
払
っ
た
額
を
限
度
と
し
て
、
そ
の
賠
償
金
の
支

払
い
を
受
け
た
者
が
こ
の
条
約
に
基
づ
い
て
有
し
た
で
あ
ろ
う
権
利

を
代
位
に
よ
っ
て
取
得
す
る
。
い
か
な
る
者
も
、
事
業
者
が
こ
の
条

約
に
基
づ
い
て
自
己
に
対
し
て
求
償
権
を
有
す
る
範
囲
内
で
は
、
権

利
を
代
位
に
よ
っ
て
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

⑥
こ
の
条
約
の
い
か
な
る
規
定
も
、
第
七
条
１
の
規
定
に
従
っ
て
提

供
さ
れ
る
資
金
以
外
の
資
金
か
ら
原
子
力
損
害
の
賠
償
金
を
支
払
っ

た
事
業
者
が
、
そ
の
支
払
っ
た
額
を
限
度
と
し
て
、
賠
償
金
の
支
払

い
を
受
け
た
者
が
こ
の
条
約
に
基
づ
い
て
得
た
で
あ
ろ
う
金
額
を
、

同
項
に
従
っ
て
金
銭
上
の
保
証
を
提
供
す
る
者
又
は
施
設
国
か
ら
取

り
立
て
る
こ
と
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
。

第
一
○
条
［
求
償
権
］

１
事
業
者
は
、
次
の
と
き
に
限
っ
て
求
償
権
を
有
す
る
。

③
書
面
に
よ
る
契
約
に
よ
り
明
示
的
に
定
め
ら
れ
て
い
る
と
き
、
又

は

⑥
原
子
力
事
故
が
、
損
害
を
も
た
ら
す
こ
と
を
意
図
し
た
作
為
又
は

不
作
為
に
よ
っ
て
生
じ
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
意
図
を
も
っ
て
作

為
又
は
不
作
為
を
し
た
個
人
に
対
し
て
行
使
す
る
と
き
。

２
こ
の
条
に
基
づ
い
て
与
え
ら
れ
る
求
償
権
は
、
施
設
国
が
こ
の
条
約

に
従
っ
て
公
的
資
金
を
提
供
す
る
限
り
に
お
い
て
、
施
設
国
に
も
認
め

ら
れ
る
。第
一
一
条
［
管
轄
権
］

１
こ
の
条
に
別
段
の
定
め
が
あ
る
場
合
を
除
く
ほ
か
、
第
二
条
に
基
づ

く
訴
え
に
関
す
る
管
轄
権
は
、
自
国
の
領
域
内
に
お
い
て
原
子
力
事
故

が
生
じ
た
締
約
国
の
裁
判
所
に
専
属
す
る
。

１
の
２
原
子
力
事
故
が
締
約
国
の
排
他
的
経
済
水
域
（
排
他
的
経
済
水

域
が
設
定
さ
れ
て
い
な
い
場
合
に
は
、
も
し
そ
れ
が
設
定
さ
れ
た
と
し

た
と
き
の
そ
れ
を
超
え
な
い
水
域
）
で
生
じ
た
場
合
、
原
子
力
事
故
に

起
因
す
る
原
子
力
損
害
に
関
す
る
訴
え
の
管
轄
権
は
、
こ
の
条
約
に
お

い
て
は
、
当
該
締
約
国
の
裁
判
所
に
専
属
す
る
。
こ
の
定
め
は
、
締
約
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国
が
原
子
力
事
故
の
発
生
の
前
に
こ
れ
ら
の
水
域
を
寄
託
者
に
通
告
し

て
い
る
場
合
に
適
用
さ
れ
る
。
こ
の
項
は
、
海
洋
法
に
関
す
る
国
際
連

合
条
約
を
含
む
海
洋
に
関
す
る
国
際
法
に
違
反
す
る
管
轄
権
の
行
使
を

認
め
る
も
の
と
解
釈
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。

２
原
子
力
事
故
が
締
約
国
の
領
域
内
若
し
く
は
１
の
２
に
従
っ
て
通
告

さ
れ
た
水
域
内
で
生
じ
た
も
の
で
な
い
場
合
又
は
原
子
力
事
故
の
場
所

を
確
定
で
き
な
い
場
合
、
訴
え
の
管
轄
権
は
、
責
任
を
負
う
事
業
者
の

施
設
国
の
裁
判
所
に
専
属
す
る
。

３
１
，
１
の
２
又
は
２
に
基
づ
い
て
管
轄
権
が
複
数
の
締
約
国
の
裁
判

所
に
あ
る
場
合
、
管
轄
権
は
次
の
裁
判
所
に
あ
る
も
の
と
す
る
。

③
原
子
力
事
故
の
一
部
が
締
約
国
の
領
域
外
で
生
じ
、
他
の
一
部
が

一
の
締
約
国
の
領
域
内
で
生
じ
た
場
合
に
は
、
当
該
締
約
国
の
裁
判
所

⑤
そ
の
他
の
場
合
に
は
、
１
，
１
の
２
又
は
２
に
基
づ
い
て
管
轄
権

を
有
す
る
こ
と
と
な
る
裁
判
所
が
属
す
る
締
約
国
の
間
で
合
意
に
よ
っ

て
決
定
さ
れ
る
締
約
国
の
裁
判
所

４
管
轄
権
を
有
す
る
裁
判
所
の
属
す
る
締
約
国
は
、
自
国
の
一
の
裁
判

所
の
み
が
原
子
力
事
故
に
関
し
て
管
轄
権
を
有
す
る
こ
と
を
確
保
す
る
。

第
二
Ａ
条
［
訴
訟
担
当
］

管
轄
権
を
有
す
る
裁
判
所
の
属
す
る
締
約
国
は
、
原
子
力
損
害
に
つ
い

て
の
賠
償
の
訴
え
に
関
し
て
、
次
の
こ
と
を
確
保
す
る
。

③
い
か
な
る
国
家
も
、
原
子
力
損
害
を
被
っ
た
者
で
あ
っ
て
、
自
国

の
国
民
又
は
自
国
の
領
域
内
に
住
所
若
し
く
は
居
所
を
有
す
る
も
の

の
同
意
を
得
て
、
こ
れ
ら
の
者
の
名
に
お
い
て
γ
訴
え
を
提
起
す
る

こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

⑪
い
か
な
る
者
も
、
代
位
又
は
譲
渡
に
よ
っ
て
取
得
さ
れ
る
こ
の
条

約
に
基
づ
く
権
利
を
行
使
す
る
た
め
に
、
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が

で
き
る
こ
と
。

第
一
二
条
［
締
約
国
判
決
の
承
認
・
執
行
］

１
管
轄
権
を
有
す
る
締
約
国
の
裁
判
所
が
下
し
た
判
決
で
、
再
び
通
常

の
方
式
で
審
理
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
も
の
は
、
次
の
場
合
を
除
い
て
承

認
さ
れ
る
。

③
そ
の
判
決
が
、
詐
欺
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
場
合

⑥
そ
の
判
決
の
宣
告
を
受
け
る
当
事
者
が
、
自
己
の
主
張
を
陳
述
す

る
た
め
の
公
平
な
機
会
を
与
え
ら
れ
な
か
っ
た
場
合

⑥
判
決
が
、
承
認
の
求
め
ら
れ
て
い
る
締
約
国
の
公
の
秩
序
に
反
す

る
か
又
は
正
義
の
基
本
原
則
と
相
容
れ
な
い
場
合

２
こ
の
条
の
１
の
規
定
に
従
っ
て
承
認
さ
れ
た
判
決
は
、
執
行
の
求
め

ら
れ
る
締
約
国
の
法
令
で
必
要
と
さ
れ
る
手
続
に
従
っ
た
執
行
の
申
立

て
に
基
づ
い
て
、
当
該
締
約
国
の
裁
判
所
の
判
決
と
同
様
の
執
行
力
を

付
与
さ
れ
る
。
判
決
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
請
求
の
当
否
は
、
再
び
手

続
に
服
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
。

第
一
三
条
［
国
内
法
の
適
用
］

１
こ
の
条
約
及
び
こ
の
条
約
に
よ
っ
て
適
用
さ
れ
る
国
内
法
の
適
用
は
、

国
籍
、
住
所
又
は
居
所
に
よ
っ
て
差
別
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。

２
１
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
原
子
力
損
害
の
賠
償
額
が
一
億
五
千
万

Ｓ
Ｄ
Ｒ
を
超
え
る
場
合
に
限
り
、
施
設
国
の
法
令
は
、
原
子
力
事
故
の
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発
生
の
時
に
領
域
内
に
原
子
力
施
設
を
有
す
る
国
で
あ
っ
て
、
同
等
の

賠
償
額
の
支
払
い
に
つ
い
て
相
互
性
が
認
め
ら
れ
な
い
も
の
の
領
域
又

は
海
域
（
海
洋
に
関
す
る
国
際
法
に
従
っ
て
設
定
さ
れ
る
も
の
）
に
お

い
て
生
じ
た
原
子
力
損
害
に
関
し
て
、
こ
の
条
約
の
規
定
か
ら
逸
脱
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

第
一
四
条
［
裁
判
権
免
除
の
放
棄
］

強
制
執
行
に
関
す
る
場
合
を
除
い
て
、
国
内
法
又
は
国
際
法
の
規
則
に

基
づ
く
裁
判
権
の
免
除
は
、
第
二
条
に
従
っ
て
権
限
の
あ
る
裁
判
所
に

お
け
る
こ
の
条
約
に
基
づ
く
訴
え
に
お
い
て
援
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

第
一
五
条
［
通
貨
の
交
換
］

締
約
国
は
、
こ
の
条
約
に
よ
る
原
子
力
損
害
の
賠
償
、
そ
れ
に
付
随
し

て
裁
判
所
が
認
め
る
利
息
及
び
費
用
、
保
険
料
及
び
再
保
険
料
並
び
に
保

険
、
再
保
険
そ
の
他
の
金
銭
上
の
保
証
か
ら
提
供
さ
れ
る
資
金
又
は
施
設

国
か
ら
提
供
さ
れ
る
資
金
が
、
自
国
の
領
域
内
で
損
害
が
生
じ
た
締
約
国

の
通
貨
又
は
自
国
の
領
域
内
に
債
権
者
が
常
居
所
を
有
す
る
締
約
国
の
通

貨
に
、
ま
た
、
保
険
料
及
び
再
保
険
料
並
び
に
保
険
金
及
び
再
保
険
金
に

つ
い
て
は
、
保
険
又
は
再
保
険
の
契
約
に
記
載
さ
れ
て
い
る
通
貨
に
、
自

由
に
交
換
で
き
る
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
に
適
当
な
措
置
を
と
る
。

第
一
六
条
［
損
益
相
殺
］

同
一
の
原
子
力
損
害
に
つ
い
て
、
原
子
力
の
分
野
に
お
け
る
民
事
責
任

に
関
す
る
他
の
国
際
条
約
に
基
づ
い
て
賠
償
を
受
け
た
者
は
、
そ
の
範
囲

に
お
い
て
は
、
こ
の
条
約
に
基
づ
い
て
賠
償
を
受
け
る
い
か
な
る
権
利
も

行
使
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

第
一
七
条
［
他
の
条
約
と
の
関
係
］

こ
の
条
約
は
、
原
子
力
の
分
野
に
お
け
る
民
事
責
任
に
関
す
る
国
際
協

定
又
は
国
際
条
約
で
あ
っ
て
、
こ
の
条
約
が
署
名
の
た
め
に
開
放
さ
れ
る

日
に
効
力
を
生
じ
て
い
る
も
の
又
は
そ
の
日
に
署
名
、
批
准
若
し
く
は
加

入
の
た
め
に
開
放
さ
れ
て
い
る
も
の
の
適
用
に
つ
い
て
、
そ
の
締
約
国
の

間
に
お
い
て
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
は
な
い
。

第
一
八
条
［
国
際
法
］

こ
の
条
約
は
、
国
際
法
の
一
般
原
則
に
基
づ
く
締
約
国
の
権
利
及
び
義

務
に
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
は
な
い
。

第
一
九
条
［
合
意
又
は
法
令
の
写
し
の
提
供
］

１
第
二
条
３
⑪
の
規
定
に
従
っ
て
合
意
を
し
た
締
約
国
は
、
他
の
締

約
国
へ
の
情
報
の
提
供
及
び
頒
布
の
た
め
に
、
そ
の
写
し
を
国
際
原
子

力
機
関
事
務
局
長
に
遅
滞
な
く
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
締
約
国
は
、
こ
の
条
約
の
適
用
を
受
け
る
事
項
に
関
す
る
法
令
の
写

し
を
、
他
の
締
約
国
へ
の
情
報
の
提
供
及
び
頒
布
の
た
め
に
、
国
際
原

子
力
機
関
事
務
局
長
に
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
○
条
削
除

第
二
Ｏ
Ａ
条
［
紛
争
の
解
決
］

１
こ
の
条
約
の
解
釈
又
は
適
用
に
関
し
て
締
約
国
の
問
で
紛
争
が
生
じ

た
場
合
に
は
、
紛
争
当
事
者
は
、
交
渉
又
は
紛
争
当
事
国
が
受
け
入
れ

る
こ
と
が
で
き
る
そ
の
他
の
平
和
的
紛
争
解
決
手
段
に
よ
り
紛
争
を
解

決
す
る
た
め
、
協
議
す
る
。

２
１
に
規
定
す
る
紛
争
で
あ
っ
て
１
の
規
定
に
基
づ
く
協
議
の
要
請
か
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ら
六
ヶ
月
以
内
に
解
決
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
は
、
い
ず
れ
か
の

紛
争
当
事
国
の
要
請
に
よ
り
、
決
定
の
た
め
に
仲
裁
又
は
国
際
司
法
裁

判
所
に
付
託
す
る
。
紛
争
が
仲
裁
に
付
託
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
要

請
の
日
か
ら
六
ヶ
月
以
内
に
仲
裁
の
組
織
に
つ
い
て
紛
争
当
事
国
が
合

意
に
達
し
な
い
と
き
は
、
い
ず
れ
の
紛
争
当
事
国
も
国
際
司
法
裁
判
所

所
長
又
は
国
際
連
合
事
務
総
長
に
対
し
、
一
人
又
は
二
人
以
上
の
仲
裁

人
の
指
名
を
要
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
紛
争
当
事
国
の
要
請
が
抵
触

す
る
場
合
に
は
、
国
際
連
合
事
務
総
長
に
対
す
る
要
請
が
優
先
す
る
。

３
締
約
国
は
、
こ
の
条
約
の
批
准
、
受
諾
若
し
く
は
承
認
又
は
こ
の
条

約
へ
の
加
入
の
際
に
、
２
に
定
め
る
紛
争
解
決
手
続
の
一
方
又
は
双
方

に
拘
束
さ
れ
な
い
旨
を
宣
言
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
他
の
締
約
国
は
、

そ
の
よ
う
な
宣
言
が
効
力
を
有
し
て
い
る
締
約
国
と
の
関
係
に
お
い
て
、

２
に
定
め
る
紛
争
解
決
手
続
に
拘
束
さ
れ
な
い
。

４
３
の
規
定
に
基
づ
い
て
宣
言
を
行
っ
た
締
約
国
は
、
寄
託
者
に
対
す

る
通
告
に
よ
り
、
い
つ
で
も
そ
の
宣
言
を
撤
回
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
一
条
削
除

第
二
二
条
削
除

第
二
三
条
削
除

第
二
四
条
削
除

第
二
五
条
削
除

第
二
六
条
［
改
正
］

こ
の
条
約
の
発
効
の
日
か
ら
五
年
を
経
過
し
た
後
は
い
つ
で
も
、
締
約

国
の
三
分
の
一
の
国
が
希
望
を
表
明
す
る
場
合
は
、
こ
の
条
約
の
改
正
を

締
約
国
は
、

原
子
力
損
害
に
つ
い
て
の
民
事
責
任
に
関
す
る
ウ
ィ
ー
ン
条
約
及
び
原

子
力
の
分
野
に
お
け
る
第
三
者
責
任
に
関
す
る
パ
リ
条
約
並
び
に
こ
れ
ら

の
条
約
の
諸
原
則
と
矛
盾
し
な
い
原
子
力
損
害
の
賠
償
に
関
す
る
国
内
法

令
に
お
い
て
規
定
さ
れ
て
い
る
措
置
の
重
要
性
を
認
識
し
、

原
子
力
損
害
の
賠
償
額
を
増
額
す
べ
き
と
の
観
点
か
ら
、
こ
れ
ら
の
措
置
を

補
完
し
及
び
強
化
す
る
世
界
的
な
責
任
制
度
を
構
築
す
る
こ
と
を
希
求
し
、

さ
ら
に
、
こ
の
よ
う
な
世
界
的
な
責
任
制
度
が
、
国
際
的
な
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
と
連
帯
の
原
則
に
従
っ
て
、
よ
り
高
い
水
準
の
原
子
力
の
安
全
性

を
促
進
す
る
た
め
の
地
域
的
及
び
地
球
規
模
の
協
力
を
推
進
す
る
こ
と
を

認
識
し
て
、

次
の
と
お
り
協
定
し
た
。

審
議
す
る
た
め
に
、
国
際
原
子
力
機
関
事
務
局
長
に
よ
っ
て
会
議
が
招
集

さ
れ
る
。

第
二
七
条
削
除

第
二
八
条
［
登
録
］

こ
の
条
約
は
、
国
際
連
合
憲
章
第
一
○
二
条
に
従
っ
て
、
国
際
原
子
力

機
関
事
務
局
長
に
よ
っ
て
登
録
さ
れ
る
。

第
二
九
条
削
除

〈
仮
訳
〉
原
子
力
損
害
に
つ
い
て
の
補
完
的
補
償
に
関
す

る
条
約
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第
一
章
総
則

第
一
条
定
義

本
条
約
の
適
用
上
、

③
「
ウ
ィ
ー
ン
条
約
」
と
は
、
一
九
六
三
年
五
月
一
一
一
日
の
原
子
力

損
害
に
つ
い
て
の
民
事
責
任
に
関
す
る
ウ
ィ
ー
ン
条
約
及
び
そ
の
改

正
で
あ
っ
て
、
こ
の
条
約
の
締
約
国
に
つ
い
て
効
力
を
生
じ
る
も
の

を
い
う
。

⑪
「
パ
リ
条
約
」
と
は
、
一
九
六
○
年
七
月
二
九
日
の
原
子
力
の
分

野
に
お
け
る
第
三
者
責
任
に
関
す
る
パ
リ
条
約
及
び
そ
の
改
正
で
あ
っ

て
、
こ
の
条
約
の
締
約
国
に
つ
い
て
効
力
を
生
じ
る
も
の
を
い
う
。

⑥
「
特
別
引
出
権
」
（
以
下
、
Ｓ
Ｄ
Ｒ
と
い
う
。
）
と
は
、
国
際
通
貨

基
金
が
定
め
る
計
算
単
位
で
あ
っ
て
、
そ
の
操
作
及
び
取
引
の
た
め

に
利
用
さ
れ
る
も
の
を
い
う
。

①
「
原
子
炉
」
と
は
、
核
燃
料
を
収
容
す
る
構
造
物
で
あ
っ
て
、
追

加
的
中
性
子
源
の
供
給
な
し
に
核
分
裂
の
自
続
的
連
鎖
作
用
が
内
部

で
起
こ
り
う
る
よ
う
な
仕
組
み
を
有
す
る
も
の
を
い
う
。

⑨
「
施
設
国
」
と
は
、
あ
る
原
子
力
施
設
に
つ
い
て
そ
れ
が
自
国
の

領
域
内
に
あ
る
締
約
国
を
い
う
。
そ
れ
が
い
ず
れ
の
国
の
領
域
内
に

も
な
い
場
合
に
は
、
そ
れ
を
自
ら
運
転
す
る
か
又
は
運
転
す
る
こ
と

を
許
可
し
て
い
る
締
約
国
を
い
う
。

⑥
「
原
子
力
損
害
」
と
は
、

⑩
人
の
死
亡
又
は
身
体
の
傷
害

⑪
財
産
の
滅
失
又
は
損
傷

及
び
、
権
限
の
あ
る
裁
判
所
の
法
令
が
認
め
る
程
度
に
お
い
て
次
の

も
の
を
い
う
。

⑪
⑩
又
は
⑪
に
定
め
る
損
失
又
は
損
害
か
ら
生
じ
る
経
済
的
損
失

で
あ
っ
て
、
の
又
は
⑪
に
定
め
る
損
失
又
は
損
害
に
関
し
て
賠
償

を
求
め
る
権
利
を
有
す
る
者
に
生
じ
た
も
の
。
た
だ
し
、
の
叉
は

⑪
で
賠
償
さ
れ
な
い
も
の
に
限
る
。

⑰
悪
化
し
た
環
境
の
回
復
措
置
の
費
用
（
回
復
措
置
が
実
際
に
と

ら
れ
た
か
又
は
と
ら
れ
る
べ
き
場
合
で
あ
っ
て
、
か
つ
、
⑪
で
賠

償
さ
れ
な
い
も
の
に
限
る
）
。
た
だ
し
、
環
境
の
悪
化
が
重
大
で

な
い
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

⑪
環
境
の
利
用
又
は
享
受
に
お
け
る
経
済
的
利
益
か
ら
得
ら
れ
る

収
入
の
喪
失
（
環
境
の
重
大
な
悪
化
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
⑪

で
賠
償
さ
れ
な
い
も
の
に
限
る
。
）

⑪
防
止
措
置
の
費
用
及
び
防
止
措
置
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た

損
失
又
は
損
害

⑪
そ
の
他
の
経
済
的
損
失
で
あ
っ
て
、
環
境
の
悪
化
に
よ
っ
て
引

き
起
こ
さ
れ
た
も
の
で
な
い
も
の
。
た
だ
し
、
権
限
の
あ
る
裁
判

所
の
民
事
責
任
に
関
す
る
一
般
の
法
令
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
る
も

の
に
限
る
。

の
か
ら
肋
ま
で
及
び
価
に
関
し
て
は
、
損
失
又
は
損
害
が
、
原
子
力

施
設
内
の
あ
ら
ゆ
る
放
射
線
源
に
よ
っ
て
放
出
さ
れ
る
電
離
放
射
線
又

は
原
子
力
施
設
内
の
核
燃
料
又
は
放
射
性
生
成
物
若
し
く
は
廃
棄
物
及

び
原
子
力
施
設
か
ら
出
発
若
し
く
は
輸
送
を
開
始
し
又
は
原
子
力
施
設
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へ
向
け
て
輸
送
を
行
っ
て
い
る
核
物
質
か
ら
放
出
さ
れ
る
電
離
放
射
線

か
ら
生
じ
た
場
合
に
限
る
。
損
失
又
は
損
害
が
、
物
質
の
放
射
性
か
ら

生
じ
た
か
又
は
放
射
性
と
毒
性
、
爆
発
性
若
し
く
は
そ
の
他
の
有
害
な

特
性
と
の
結
合
か
ら
生
じ
た
か
は
問
わ
な
い
。

⑨
「
回
復
措
置
」
と
は
、
当
該
措
置
が
と
ら
れ
た
国
の
権
限
の
あ
る

当
局
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
た
相
当
の
措
置
で
あ
っ
て
、
損
害
を
受
け

若
し
く
は
破
壊
さ
れ
た
環
境
の
構
成
要
素
を
回
復
又
は
復
活
さ
せ
る

こ
と
又
は
相
当
の
場
合
に
は
当
該
構
成
要
素
の
等
価
物
を
環
境
に
組

み
入
れ
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
を
い
う
。
回
復
措
置
を
と
る
資

格
を
有
す
る
者
は
、
損
害
が
も
た
ら
さ
れ
た
国
の
法
令
に
よ
っ
て
定

め
ら
れ
る
。

⑪
「
防
止
措
置
」
と
は
、
③
の
か
ら
肋
ま
で
又
は
㈹
に
規
定
さ
れ
た

損
害
を
防
止
し
又
は
最
小
限
に
す
る
た
め
に
、
い
ず
れ
か
の
者
に
よ
っ

て
原
子
力
事
故
の
発
生
の
後
に
と
ら
れ
た
相
当
の
措
置
を
い
う
。
た

だ
し
、
当
該
措
置
が
と
ら
れ
た
国
の
法
令
で
求
め
ら
れ
る
権
限
の
あ

る
当
局
の
承
認
に
従
う
も
の
と
す
る
。

㈹
「
原
子
力
事
故
」
と
は
、
い
ず
れ
か
の
出
来
事
又
は
同
一
の
原
因

に
よ
る
一
連
の
出
来
事
で
あ
っ
て
原
子
力
損
害
を
も
た
ら
す
も
の
を

い
う
。
防
止
措
置
に
関
し
て
は
、
原
子
力
損
害
を
も
た
ら
す
重
大
か

つ
急
迫
し
た
脅
威
を
生
じ
さ
せ
る
も
の
を
い
う
。

①
「
原
子
力
設
備
容
量
」
と
は
、
各
締
約
国
に
つ
い
て
第
四
条
２
に

定
め
る
計
算
基
準
に
よ
る
単
位
の
数
の
合
計
を
い
う
。
「
熱
出
力
」
と

は
、
権
限
あ
る
国
家
機
関
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
た
最
大
出
力
を
ビ
ュ

㈹
「
権
限
の
あ
る
裁
判
所
の
法
令
」
と
は
、
こ
の
条
約
に
基
づ
い
て

管
轄
権
を
有
す
る
裁
判
所
の
法
令
（
抵
触
法
に
関
す
る
法
規
則
を
含

む
。
）
を
い
う
。

の
「
相
当
の
措
置
」
と
は
、
す
べ
て
の
事
情
を
考
慮
し
て
、
権
限
の

あ
る
裁
判
所
の
法
令
に
基
づ
い
て
適
切
か
つ
均
衡
の
と
れ
た
措
置
と

判
断
さ
れ
る
も
の
を
い
う
。
す
べ
て
の
事
情
に
は
、
例
え
ば
次
の
も

の
が
含
ま
れ
る
。

の
生
じ
た
損
害
の
種
類
及
び
程
度
。
防
止
措
置
に
関
し
て
は
、
生

じ
得
る
損
害
の
種
類
及
び
程
度

⑪
当
該
措
置
が
と
ら
れ
た
時
点
に
お
い
て
、
そ
れ
が
効
果
的
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
程
度

⑪
関
連
す
る
科
学
技
術
的
専
門
性

第
二
条
目
的
及
び
適
用

１
こ
の
条
約
の
目
的
は
、
次
に
掲
げ
る
国
内
法
令
に
従
っ
て
提
供
さ
れ

る
補
償
制
度
を
補
完
す
る
こ
と
で
あ
る
。

③
第
一
条
③
及
び
⑪
に
定
め
る
条
約
の
い
ず
れ
か
を
施
行
す
る
も
の

⑪
こ
の
条
約
の
付
属
書
の
規
定
に
合
致
す
る
も
の

２
こ
の
条
約
の
制
度
は
、
締
約
国
の
領
域
内
に
設
置
さ
れ
た
平
和
的
目

的
に
利
用
さ
れ
る
原
子
力
施
設
の
事
業
者
が
、
第
一
条
に
定
め
る
条
約

の
い
ず
れ
か
又
は
１
⑪
に
定
め
る
国
内
法
令
に
基
づ
い
て
責
任
を
負
う

原
子
力
損
害
に
適
用
さ
れ
る
。

３
１
⑪
に
定
め
る
付
属
書
は
、
こ
の
条
約
の
不
可
分
の
一
部
を
成
す
。
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第
二
章
補
償

第
三
条
保
証

１
｜
の
原
子
力
事
故
に
つ
い
て
の
原
子
力
損
害
に
関
す
る
補
償
は
、
次

に
掲
げ
る
よ
う
に
確
保
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

③
①
施
設
国
は
、
三
億
Ｓ
Ｄ
Ｒ
若
し
く
は
原
子
力
事
故
の
発
生
の
前

に
寄
託
者
に
対
し
て
明
記
し
た
こ
れ
よ
り
高
い
金
額
又
は
⑪
に
従
っ

て
経
過
的
に
適
用
さ
れ
る
額
が
支
払
い
に
充
て
ら
れ
る
こ
と
を
確

保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

⑪
締
約
国
は
、
こ
の
条
約
が
署
名
の
た
め
に
開
放
さ
れ
る
日
か
ら

最
長
一
○
年
間
に
お
い
て
は
、
そ
の
期
間
内
に
生
じ
た
原
子
力
事

故
に
関
し
て
、
経
過
的
に
適
用
さ
れ
る
一
億
五
千
万
Ｓ
Ｄ
Ｒ
以
上

の
額
を
設
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑥
③
の
規
定
に
基
づ
い
て
支
払
い
に
充
て
ら
れ
る
金
額
を
超
え
て
、

締
約
国
は
、
第
四
条
に
定
め
る
計
算
基
準
に
従
っ
た
公
的
資
金
が
支

払
い
に
充
て
ら
れ
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
③
１
③
の
規
定
に
従
っ
た
原
子
力
損
害
に
関
す
る
補
償
は
、
国
籍
、

住
所
又
は
居
所
に
基
づ
い
て
差
別
さ
れ
る
こ
と
な
く
公
平
に
分
配
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
施
設
国
の
法
令
は
、
原
子
力
責

任
に
関
す
る
他
の
条
約
に
基
づ
く
自
国
の
義
務
に
従
う
こ
と
を
条
件

と
し
て
、
非
締
約
国
に
お
い
て
生
じ
た
原
子
力
損
害
を
除
外
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

⑥
１
⑥
の
規
定
に
従
っ
た
原
子
力
損
害
に
関
す
る
補
償
は
、
第
五
条

及
び
第
二
条
１
⑪
の
規
定
に
従
う
こ
と
を
条
件
と
し
て
、
国
籍
、

住
所
又
は
居
所
に
基
づ
い
て
差
別
さ
れ
る
こ
と
な
く
公
平
に
分
配
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
賠
償
さ
れ
る
原
子
力
損
害
が
、
１
⑪
の
規
定
に
基
づ
く
総
額
を
必
要

と
し
な
い
場
合
に
は
、
拠
出
金
は
比
例
的
に
減
じ
ら
れ
る
。

４
原
子
力
損
害
の
賠
償
を
請
求
す
る
訴
え
に
お
い
て
裁
判
所
に
よ
っ
て

認
め
ら
れ
た
利
息
及
び
費
用
は
、
１
③
及
び
⑪
の
規
定
に
従
っ
て
認
め

ら
れ
る
金
額
に
追
加
し
て
支
払
わ
れ
る
。
当
該
利
息
及
び
費
用
は
、
責
一

任
を
負
う
事
業
者
、
当
該
事
業
者
の
原
子
力
施
設
が
自
国
の
領
域
内
に

設
置
さ
れ
て
い
る
締
約
国
及
び
す
べ
て
の
締
約
国
の
そ
れ
ぞ
れ
に
よ
っ

て
１
③
及
び
⑪
の
規
定
に
従
っ
て
実
際
に
拠
出
さ
れ
る
金
額
に
、
比
例

的
に
割
り
当
て
ら
れ
る
。

第
四
条
拠
出
金
の
計
算

１
締
約
国
が
第
三
条
１
⑥
に
規
定
す
る
公
的
資
金
の
た
め
に
拠
出
す
る

金
額
は
、
次
の
計
算
基
準
に
従
っ
て
決
定
さ
れ
る
。

③
の
当
該
締
約
国
の
原
子
力
設
備
容
量
に
設
備
容
量
一
単
位
当
た
り

三
百
Ｓ
Ｄ
Ｒ
を
乗
じ
た
金
額
、
及
び

⑪
の
の
規
定
に
基
づ
い
て
す
べ
て
の
締
約
国
に
関
し
て
計
算
さ
れ

た
総
額
の
一
○
％
に
、
原
子
力
事
故
が
発
生
し
た
前
年
の
評
価
に
よ

る
当
該
締
約
国
の
国
連
分
担
率
を
す
べ
て
の
締
約
国
の
国
連
分
担

率
の
合
計
で
除
し
て
得
ら
れ
る
比
率
を
乗
じ
た
金
額

⑤
ｂ
の
規
定
に
従
う
こ
と
を
条
件
と
し
て
、
各
締
約
国
の
拠
出
金
は

③
の
及
び
⑪
に
定
め
る
金
額
の
合
計
と
す
る
。
た
だ
し
、
国
連
分
担

率
が
最
低
で
あ
っ
て
、
か
つ
原
子
炉
を
有
し
な
い
締
約
国
は
、
拠
出
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金
を
求
め
ら
れ
な
い
。

⑥
施
設
国
以
外
の
締
約
国
に
対
し
て
⑥
の
規
定
に
従
っ
て
請
求
さ
れ

う
る
一
の
原
子
力
事
故
あ
た
り
の
拠
出
金
の
最
大
額
は
、
⑥
の
規
定

に
従
っ
て
決
定
さ
れ
る
す
べ
て
の
締
約
国
の
拠
出
金
の
合
計
に
そ
の

国
の
特
定
比
率
分
を
乗
じ
た
も
の
を
超
え
な
い
も
の
と
す
る
。
各
締

約
国
の
特
定
比
率
は
、
そ
の
国
の
国
連
分
担
率
の
パ
ー
セ
ン
テ
ー
ジ

に
八
パ
ー
セ
ン
テ
ー
ジ
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
事
故
が
発
生
し
た

時
に
、
こ
の
条
約
の
す
べ
て
の
締
約
国
の
総
設
備
容
量
が
六
二
万
五

千
単
位
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
の
パ
ー
セ
ン
テ
ー
ジ
に
一
パ
ー
セ

ン
テ
ー
ジ
を
加
え
る
。
こ
の
比
率
は
、
設
備
容
量
が
六
二
万
五
千
単

位
を
超
え
る
場
合
に
は
、
七
万
五
千
単
位
が
増
加
す
る
ご
と
に
さ
ら

に
一
パ
ー
セ
ン
テ
ー
ジ
ず
つ
が
加
算
さ
れ
る
。

２
こ
の
計
算
基
準
は
、
締
約
国
の
領
域
内
に
設
置
さ
れ
た
各
原
子
炉
に

つ
い
て
、
熱
出
力
一
の
メ
ガ
ワ
ッ
ト
当
た
り
一
単
位
と
す
る
。
こ
の
計

算
基
準
は
、
原
子
力
事
故
の
日
に
第
八
条
に
従
っ
て
作
成
及
び
更
新
さ

れ
る
表
に
示
さ
れ
た
原
子
炉
の
熱
出
力
に
基
づ
い
て
計
算
さ
れ
る
。

３
拠
出
金
を
計
算
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
原
子
炉
は
、
核
燃
料
要
素
が

最
初
に
原
子
炉
に
装
荷
さ
れ
た
日
か
ら
計
算
の
対
象
と
な
る
。
原
子
炉

は
、
す
べ
て
の
核
燃
料
要
素
が
原
子
炉
の
炉
心
か
ら
永
久
に
除
去
さ
れ
、

承
認
さ
れ
た
手
続
に
従
っ
て
安
全
に
貯
蔵
さ
れ
た
時
に
、
そ
の
対
象
か

ら
除
外
さ
れ
る
。

第
五
条
地
理
的
適
用
範
囲

１
第
三
条
１
⑪
の
規
定
に
よ
っ
て
提
供
さ
れ
る
資
金
は
、
次
に
掲
げ
る

原
子
力
損
害
に
適
用
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
締
約
国
の
裁
判
所
が
第
一
三

条
に
従
っ
て
管
轄
権
を
有
す
る
場
合
に
限
る
。

③
締
約
国
の
領
域
内
で
被
ら
れ
た
原
子
力
損
害

⑪
締
約
国
の
領
海
外
の
海
域
内
又
は
海
上
に
お
い
て
、

の
締
約
国
の
旗
を
掲
げ
る
船
舶
上
で
被
ら
れ
た
又
は
そ
れ
が
被
っ

た
原
子
力
損
害
、
締
約
国
の
領
域
内
に
お
い
て
登
録
さ
れ
た
航
空

機
内
で
被
ら
れ
た
又
は
そ
れ
が
被
っ
た
原
子
力
損
害
、
又
は
締
約

国
の
管
轄
の
下
に
あ
る
人
工
島
、
施
設
若
し
く
は
構
造
物
上
で
被

ら
れ
た
又
は
こ
れ
ら
が
被
っ
た
原
子
力
損
害
、

．
⑪
締
約
国
の
国
民
が
被
っ
た
原
子
力
損
害

た
だ
し
、
こ
の
条
約
の
締
約
国
で
な
い
国
の
領
海
内
又
は
領
海
上
で

被
ら
れ
た
損
害
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

⑥
締
約
国
の
排
他
的
経
済
水
域
内
若
し
く
は
そ
の
上
で
又
は
締
約
国

大
陸
棚
に
お
い
て
被
ら
れ
た
原
子
力
損
害
で
あ
っ
て
、
当
該
排
他
的

経
済
水
域
若
し
く
は
当
該
大
陸
棚
の
資
源
の
探
査
若
し
く
は
開
発
に

関
連
す
る
も
の

２
こ
の
条
約
の
署
名
国
又
は
加
入
国
は
、
そ
の
署
名
又
は
加
入
の
時
に

又
は
批
准
書
の
寄
託
に
基
づ
い
て
、
１
⑪
⑪
の
規
定
の
適
用
の
た
め
に
、

自
国
の
法
令
に
基
づ
い
て
自
国
の
領
域
内
に
常
居
所
を
有
す
る
と
み
な

す
者
を
自
国
の
国
民
と
同
様
に
扱
う
こ
と
を
宣
言
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３
本
条
に
お
い
て
「
締
約
国
の
国
民
」
に
は
、
締
約
国
若
し
く
は
そ
の

行
政
区
画
、
組
合
又
は
締
約
国
の
領
域
内
で
設
立
さ
れ
た
公
法
上
若
し
．

く
は
私
法
上
の
団
体
（
法
人
で
あ
る
か
ど
う
か
を
問
わ
な
い
。
）
が
含
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第
三
章
補
完
的
資
金
の
形
成

第
六
条
原
子
力
損
害
の
通
報

他
の
国
際
的
取
決
め
に
従
っ
て
締
約
国
が
負
う
義
務
に
影
響
を
及
ぼ
す

こ
と
な
く
、
自
国
の
裁
判
所
が
管
轄
権
を
有
す
る
締
約
国
は
、
原
子
力
事

故
に
よ
っ
て
生
じ
た
損
害
が
、
第
三
条
１
③
の
規
定
に
従
っ
て
支
払
い
に

充
て
ら
れ
る
額
を
超
え
若
し
く
は
そ
の
お
そ
れ
が
あ
り
、
か
つ
、
第
三
条

１
⑪
の
規
定
に
従
っ
て
拠
出
金
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た

場
合
、
直
ち
に
、
他
の
締
約
国
に
事
故
を
通
報
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

締
約
国
は
、
相
互
間
の
関
連
す
る
手
続
を
処
理
す
る
た
め
に
必
要
な
す
べ

て
の
措
置
を
遅
滞
な
く
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
七
条
資
金
の
要
請

１
第
六
条
に
定
め
る
通
報
の
後
、
自
国
の
裁
判
所
が
管
轄
権
を
有
す
る

締
約
国
は
、
第
一
○
条
３
の
規
定
に
従
う
こ
と
を
条
件
と
し
て
、
他
の

締
約
国
に
対
し
て
、
第
三
条
１
⑪
に
基
づ
く
公
的
資
金
が
実
際
に
求
め

ら
れ
る
程
度
及
び
場
合
に
お
い
て
、
こ
の
た
め
の
拠
出
を
要
請
す
る
。

こ
の
締
約
国
は
、
こ
の
資
金
を
分
配
す
る
排
他
的
な
権
限
を
有
す
る
。

２
通
貨
又
は
送
金
に
関
す
る
現
在
又
は
将
来
の
規
制
に
か
か
わ
ら
ず
、

締
約
国
は
、
い
か
な
る
制
限
も
伴
わ
ず
に
第
三
条
１
⑪
の
規
定
に
従
っ

て
提
供
さ
れ
る
拠
出
金
の
送
金
及
び
支
払
い
を
正
当
と
認
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

第
八
条
原
子
力
施
設
の
表

１
各
締
約
国
は
、
批
准
書
、
受
諾
書
、
承
認
書
又
は
加
入
書
を
寄
託
す

ま
れ
る
。

る
際
に
、
第
４
条
３
に
定
め
る
す
べ
て
の
原
子
力
施
設
の
完
全
な
表
を

作
成
し
、
こ
れ
を
寄
託
者
に
対
し
通
知
す
る
。
こ
の
表
に
は
、
拠
出
金

の
計
算
の
た
め
に
必
要
な
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
各
締
約
国
は
、
１
の
表
に
関
す
る
す
べ
て
の
修
正
を
寄
託
者
に
対
し

て
速
や
か
に
通
知
す
る
。
こ
の
修
正
に
原
子
力
施
設
の
追
加
が
含
ま
れ

る
場
合
に
は
、
当
該
施
設
に
核
物
質
が
搬
入
さ
れ
る
予
定
日
の
少
な
く

と
も
３
ヶ
月
前
に
通
知
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
締
約
国
は
、
１
及
び
２
に
基
づ
い
て
締
約
国
に
よ
っ
て
通
知
さ
れ
た

事
項
又
は
表
の
修
正
が
こ
れ
ら
の
規
定
に
従
っ
て
い
な
い
と
考
え
る
場

合
に
は
、
５
の
規
定
に
基
づ
い
て
通
知
を
受
け
取
っ
た
日
か
ら
３
ヶ
月

以
内
に
そ
の
旨
を
寄
託
者
に
対
し
て
通
知
す
る
方
法
に
よ
り
、
異
議
の

申
立
て
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
寄
託
者
は
、
異
議
の
出
さ
れ
た
情
報

を
通
知
し
た
国
に
対
し
、
直
ち
に
当
該
異
議
を
通
知
す
る
。
解
決
さ
れ

な
い
す
べ
て
の
相
違
は
、
第
蛆
条
に
定
め
る
紛
争
解
決
手
続
に
従
っ
て

処
理
さ
れ
る
？

４
寄
託
者
は
、
こ
の
条
に
従
っ
て
確
定
さ
れ
た
原
子
力
施
設
の
表
を
維

持
し
、
更
新
し
、
か
つ
、
年
１
回
す
べ
て
の
締
約
国
に
配
布
す
る
。
当

該
表
は
、
こ
の
条
に
定
め
る
す
べ
て
の
事
項
及
び
修
正
に
よ
っ
て
構
成

さ
れ
、
こ
の
条
の
規
定
に
従
っ
て
提
起
さ
れ
た
異
議
は
、
そ
れ
が
認
め

ら
れ
た
場
合
に
は
、
そ
の
提
起
の
日
に
遡
っ
て
効
力
を
有
す
る
。

５
寄
託
者
は
、
こ
の
条
に
従
っ
て
受
け
取
っ
た
通
知
及
び
異
議
を
、
で

き
る
限
り
速
や
か
に
各
締
約
国
に
対
し
通
知
す
る
。
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資 科

第
九
条
求
償
権

１
各
締
約
国
は
、
責
任
を
負
う
事
業
者
の
原
子
力
施
設
が
自
国
の
領
域

内
に
あ
る
締
約
国
及
び
第
３
条
１
⑥
に
定
め
る
拠
出
を
行
っ
た
そ
の
他

の
締
約
国
が
事
業
者
の
有
す
る
求
償
権
を
行
使
で
き
る
よ
う
に
法
令
で

定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
こ
の
求
償
権
の
行
使
は
、
第
１

条
に
定
め
る
条
約
の
い
ず
れ
か
又
は
第
２
条
１
⑥
に
定
め
る
国
内
法
に

基
づ
い
て
当
該
事
業
者
が
権
利
を
有
す
る
範
囲
に
限
る
。

２
責
任
を
負
う
事
業
者
の
原
子
力
施
設
が
そ
の
領
域
内
に
設
置
さ
れ
て

い
る
締
約
国
は
、
損
害
が
事
業
者
の
過
失
に
よ
っ
て
生
じ
た
場
合
に
は
、

こ
の
条
約
に
従
っ
て
支
払
い
に
充
て
ら
れ
る
公
的
資
金
を
当
該
事
業
者

か
ら
取
り
立
て
で
き
る
こ
と
を
、
法
令
で
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

３
自
国
の
裁
判
所
が
管
轄
権
を
有
す
る
締
約
国
は
、
拠
出
を
行
っ
た
他

の
締
約
国
の
た
め
に
、
１
及
び
２
で
規
定
さ
れ
た
求
償
権
を
行
使
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

第
一
○
条
分
配
、
手
続

１
第
三
条
１
に
従
っ
て
求
め
ら
れ
る
資
金
を
支
払
い
に
充
て
る
た
め
の

分
配
の
制
度
及
び
そ
の
割
当
て
の
制
度
は
、
自
国
の
裁
判
所
が
管
轄
権

を
有
す
る
締
約
国
の
も
の
と
す
る
。

２
締
約
国
は
、
損
害
を
被
っ
た
者
の
賠
償
の
た
め
に
、
提
供
さ
れ
る
資

金
ご
と
に
個
別
の
手
続
き
を
と
る
こ
と
な
く
補
償
の
権
利
を
行
使
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
、
か
つ
、
責
任
を
負
う
事
業
者
に
対
す
る
手

続
に
締
約
国
が
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い

３
賠
償
に
係
る
債
権
が
第
三
条
１
⑨
に
定
め
る
資
金
で
弁
済
さ
れ
う
る

場
合
に
は
、
締
約
国
は
、
第
三
条
１
⑥
に
定
め
る
公
的
資
金
の
た
め
に

拠
出
す
る
よ
う
求
め
ら
れ
な
い
。

第
二
条
資
金
の
割
当
て

第
三
条
第
１
⑥
に
基
づ
い
て
提
供
さ
れ
る
資
金
は
、
次
の
と
お
り
分
配

さ
れ
る
。

１
③
資
金
の
五
○
％
は
、
施
設
国
の
内
外
で
も
た
ら
さ
れ
た
原
子
力
損

害
に
係
る
請
求
に
対
す
る
賠
償
の
支
払
い
に
充
て
ら
れ
る
。

⑪
資
金
の
五
○
％
は
、
施
設
国
の
領
域
外
で
被
ら
れ
た
原
子
力
損
害

の
請
求
に
対
す
る
賠
償
の
支
払
い
に
充
て
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
賠
償

の
請
求
が
③
の
規
定
に
基
づ
い
て
補
償
さ
れ
な
い
限
度
に
限
る
。

⑥
第
三
条
１
③
の
規
定
に
従
っ
て
提
供
さ
れ
る
額
が
三
億
Ｓ
Ｄ
Ｒ
に

満
た
な
い
場
合
、

の
③
に
定
め
る
金
額
は
、
第
三
条
１
③
の
規
定
に
従
っ
て
提
供
さ

れ
る
金
額
が
三
億
Ｓ
Ｄ
Ｒ
に
満
た
な
い
割
合
と
同
じ
割
合
で
減
じ

ら
れ
る
。

⑪
⑪
に
定
め
る
金
額
は
、
㈹
に
定
め
ら
れ
た
計
算
に
よ
っ
て
減
じ

ら
れ
た
金
額
ま
で
増
額
さ
れ
る
。

２
締
約
国
が
、
第
三
条
１
③
の
規
定
に
従
っ
て
、
原
子
力
事
故
の
以
前

に
寄
託
者
に
明
記
し
た
六
億
Ｓ
Ｄ
Ｒ
を
下
回
ら
な
い
金
額
に
つ
い
て
、

平
等
な
支
払
い
に
充
て
る
こ
と
を
確
保
し
て
い
る
場
合
に
は
、
第
三
条

１
③
及
び
⑤
に
定
め
る
す
べ
て
の
資
金
は
、
１
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、

施
設
国
の
内
外
で
も
た
ら
さ
れ
た
原
子
力
損
害
の
賠
償
に
充
て
る
こ
と
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が
で
き
る
。

第
四
章
選
択
権
の
行
使

第
一
二
条

１
こ
の
条
約
に
別
段
の
定
め
が
あ
る
場
合
を
除
く
ほ
か
、
締
約
国
は
、

ウ
ィ
ー
ン
条
約
又
は
パ
リ
条
約
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
る
権
限
を
行
使
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
締
約
国
は
、
こ
れ
ら
の
条
約
の
規
定
を
、
第
三
条

１
⑪
に
規
定
す
る
公
的
資
金
を
用
い
る
た
め
に
、
他
の
締
約
国
に
対
し

て
援
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
こ
の
条
約
は
、
締
約
国
が
ウ
ィ
ー
ン
条
約
又
は
パ
リ
条
約
及
び
こ
の

条
約
の
範
囲
外
の
事
項
に
つ
い
て
規
定
を
設
け
る
こ
と
を
妨
げ
る
も
の

で
は
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
規
定
は
、
他
の
締
約
国
に
新
た
な
義
務
を

課
す
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
ず
、
ま
た
、
領
域
内
に
原
子
力
施
設
を
有

し
な
い
締
約
国
に
お
け
る
損
害
を
、
相
互
性
の
欠
如
を
理
由
に
追
加
的

な
補
償
か
ら
除
外
し
て
は
な
ら
な
い
。

３
③
こ
の
条
約
は
、
締
約
国
が
第
三
条
１
③
に
基
づ
く
義
務
を
履
行
す

る
た
め
又
は
原
子
力
損
害
の
補
償
に
追
加
的
な
資
金
を
提
供
す
る
た

め
に
地
域
的
又
は
そ
の
他
の
協
定
を
結
ぶ
こ
と
を
妨
げ
る
も
の
で
は

な
い
。
た
だ
し
、
当
該
協
定
は
、
こ
の
条
約
が
定
め
る
義
務
を
超
え

る
義
務
を
他
の
締
約
国
に
課
し
て
は
な
ら
な
い
。

⑪
③
に
規
定
す
る
協
定
を
締
結
し
よ
う
と
す
る
締
約
国
は
、
他
の
す

べ
て
の
締
約
国
に
そ
の
意
思
を
通
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
締
結

さ
れ
た
協
定
は
、
寄
託
者
に
通
告
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
五
章
裁
判
管
轄
及
び
準
拠
法

第
一
三
条
管
轄
権

１
こ
の
条
に
別
段
の
定
め
が
あ
る
場
合
を
除
く
ほ
か
、
原
子
力
事
故
に

起
因
す
る
原
子
力
損
害
に
関
す
る
訴
え
の
管
轄
権
は
、
自
国
の
領
域
内

に
お
い
て
原
子
力
事
故
が
生
じ
た
締
約
国
の
裁
判
所
に
専
属
す
る
。

２
原
子
力
事
故
が
締
約
国
の
排
他
的
経
済
水
域
（
排
他
的
経
済
水
域
が

設
定
さ
れ
て
い
な
い
場
合
に
は
、
も
し
締
約
国
に
よ
っ
て
そ
れ
が
設
定

さ
れ
た
と
し
た
と
き
の
そ
れ
を
超
え
な
い
水
域
）
で
生
じ
た
場
合
、
原

子
力
事
故
に
起
因
す
る
原
子
力
損
害
に
関
す
る
訴
え
の
管
轄
権
は
、
こ

の
条
約
に
お
い
て
は
へ
当
該
締
約
国
の
裁
判
所
に
専
属
す
る
。
こ
の
定

め
は
、
締
約
国
が
原
子
力
事
故
の
発
生
前
に
こ
れ
ら
の
水
域
を
寄
託
者

に
通
告
し
た
場
合
に
適
用
さ
れ
る
。
こ
の
項
は
、
海
洋
法
に
関
す
る
国

際
連
合
条
約
を
含
む
海
洋
に
関
す
る
国
際
法
に
違
反
す
る
管
轄
権
の
行

使
を
認
め
る
も
の
と
解
釈
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
管
轄
権
の

行
使
が
、
こ
の
条
約
の
締
約
国
で
な
い
国
に
関
し
て
ウ
ィ
ー
ン
条
約
第

一
一
条
又
は
パ
リ
条
約
第
一
三
条
に
基
づ
く
当
該
締
約
国
の
義
務
と
両

立
し
な
い
場
合
に
は
、
管
轄
権
は
こ
れ
ら
の
規
定
に
従
っ
て
定
め
ら
れ
る
。

３
原
子
力
事
故
が
締
約
国
の
領
域
内
若
し
く
は
２
の
規
定
に
従
っ
て
通

告
さ
れ
た
水
域
内
で
生
じ
た
も
の
で
な
い
場
合
又
は
原
子
力
事
故
の
場

所
を
確
定
で
き
な
い
場
合
、
原
子
力
事
故
に
起
因
す
る
原
子
力
損
害
に

関
す
る
訴
え
の
管
轄
権
は
、
責
任
を
負
う
事
業
者
の
施
設
国
の
裁
判
所

に
専
属
す
る
。

４
原
子
力
損
害
に
関
す
る
訴
え
の
管
轄
権
が
複
数
の
締
約
国
の
裁
判
所

9３（熊本法学101号'02）



科
に
あ
る
場
合
、
こ
れ
ら
の
締
約
国
は
、
い
ず
れ
の
締
約
国
の
裁
判
所
が

管
轄
権
を
有
す
る
か
を
合
意
に
よ
っ
て
決
定
す
る
。

資
５
管
轄
権
を
有
す
る
締
約
国
の
裁
判
所
が
下
し
た
判
決
で
、
再
び
通
常

の
方
式
で
審
理
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
も
の
は
、
次
の
場
合
を
除
い
て
承

認
さ
れ
る
。

③
そ
の
判
決
が
、
詐
欺
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
場
合

⑪
そ
の
判
決
の
宣
告
を
受
け
る
当
事
者
が
、
自
己
の
主
張
を
陳
述
す

る
た
め
の
公
平
な
機
会
を
与
え
ら
れ
な
か
っ
た
場
合

⑥
判
決
が
、
承
認
の
求
め
ら
れ
て
い
る
締
約
国
の
公
の
秩
序
に
反
す

る
か
又
は
正
義
の
基
本
原
則
と
相
容
れ
な
い
場
合

６
５
の
規
定
に
従
っ
て
承
認
さ
れ
た
判
決
は
、
執
行
の
求
め
ら
れ
る
締

約
国
の
法
令
で
必
要
と
さ
れ
る
手
続
に
従
っ
た
執
行
の
申
立
て
に
基
づ

い
て
、
当
該
締
約
国
の
裁
判
所
の
判
決
と
同
様
の
執
行
力
を
付
与
さ
れ

る
。
判
決
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
請
求
の
当
否
は
、
再
び
手
続
に
服
さ

せ
て
は
な
ら
な
い
。

７
第
三
条
１
⑤
に
定
め
る
公
的
資
金
か
ら
の
補
償
の
支
払
い
に
関
し
て
、

国
内
法
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
要
件
に
従
っ
て
な
さ
れ
た
和
解
は
、
他

の
締
約
国
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
る
。

第
一
四
条
準
拠
法

１
－
の
原
子
力
事
故
に
対
し
て
は
、
ウ
ィ
ー
ン
条
約
若
し
く
は
パ
リ
条

約
又
は
こ
の
条
約
の
付
属
書
の
い
ず
れ
か
適
当
な
も
の
の
一
が
、
他
を

排
除
し
て
適
用
さ
れ
る
。

２
こ
の
条
約
の
規
定
及
び
適
当
な
場
合
に
は
ウ
ィ
ー
ン
条
約
又
は
パ
リ

条
約
の
規
定
に
従
う
こ
と
を
条
件
と
し
て
、
準
拠
法
は
権
限
の
あ
る
裁

判
所
の
法
令
と
す
る
。

第
一
五
条
国
際
法

こ
の
条
約
は
、
国
際
法
の
一
・
股
原
則
に
基
づ
く
締
約
国
の
権
利
及
び
義

務
に
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
は
な
い
。

第
六
章
紛
争
の
解
決

第
一
六
条

１
こ
の
条
約
の
解
釈
又
は
適
用
に
関
し
て
締
約
国
の
間
で
紛
争
が
生
じ

た
場
合
に
は
、
紛
争
当
事
者
は
、
交
渉
又
は
紛
争
当
事
国
が
受
け
入
れ

る
こ
と
が
で
き
る
そ
の
他
の
平
和
的
紛
争
解
決
手
段
に
よ
り
紛
争
を
解

決
す
る
た
め
、
協
議
す
る
。

２
１
に
規
定
す
る
紛
争
で
あ
っ
て
１
の
規
定
に
基
づ
く
協
議
の
要
請
か

ら
六
ヶ
月
以
内
に
解
決
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
は
、
い
ず
れ
か
の

紛
争
当
事
国
の
要
請
に
よ
り
、
決
定
の
た
め
に
仲
裁
又
は
国
際
司
法
裁

判
所
に
付
託
す
る
。
紛
争
が
仲
裁
に
付
託
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
要

請
の
日
か
ら
六
ヶ
月
以
内
に
仲
裁
の
組
織
に
つ
い
て
紛
争
当
事
国
が
合

意
に
達
し
な
い
と
き
は
、
い
ず
れ
の
紛
争
当
事
国
も
国
際
司
法
裁
判
所

所
長
又
は
国
際
連
合
事
務
総
長
に
対
し
、
一
人
又
は
二
人
以
上
の
仲
裁

人
の
指
名
を
要
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
紛
争
当
事
国
の
要
請
が
抵
触

す
る
場
合
に
は
、
国
際
連
合
事
務
総
長
に
対
す
る
要
請
が
優
先
す
る
。

３
締
約
国
は
、
こ
の
条
約
の
批
准
、
受
諾
若
し
く
は
承
認
又
は
こ
の
条

約
へ
の
加
入
の
際
に
、
２
に
定
め
る
紛
争
解
決
手
続
の
一
方
又
は
双
方

に
拘
束
さ
れ
な
い
旨
を
宣
言
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
他
の
締
約
国
は
、
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そ
の
よ
う
な
宣
言
が
効
力
を
有
し
て
い
る
締
約
国
と
の
関
係
に
お
い
て
、

２
に
定
め
る
紛
争
解
決
手
続
に
拘
束
さ
れ
な
い
。

４
３
の
規
定
に
基
づ
い
て
宣
言
を
行
っ
た
締
約
国
は
、
寄
託
者
に
対
す

る
通
告
に
よ
り
、
い
つ
で
も
そ
の
宣
言
を
撤
回
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
七
章
最
終
条
項

第
一
七
条
署
名

こ
の
条
約
は
、
一
九
九
七
年
九
月
一
一
九
日
か
ら
そ
の
効
力
発
生
ま
で
の

期
間
、
ウ
ィ
ー
ン
に
あ
る
国
際
原
子
力
機
関
本
部
に
お
い
て
、
す
べ
て
の

国
に
よ
る
署
名
の
た
め
に
開
放
し
て
お
く
。

第
一
八
条
批
准
、
受
諾
、
承
認

１
こ
の
条
約
は
、
署
名
国
に
よ
っ
て
批
准
、
受
諾
又
は
承
認
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
批
准
書
、
受
諾
書
又
は
承
認
書
は
、
ウ
ィ
ー
ン
条
約

若
し
く
は
パ
リ
条
約
の
締
約
国
又
は
こ
の
条
約
の
付
属
書
の
規
定
に
自

国
の
国
内
法
が
合
致
し
て
い
る
と
宣
言
し
た
国
か
ら
の
み
受
け
入
れ
ら

れ
る
。
た
だ
し
、
当
該
国
が
一
九
九
四
年
六
月
一
七
日
の
原
子
力
の
安

全
に
関
す
る
条
約
で
定
義
さ
れ
る
原
子
力
施
設
を
そ
の
領
域
内
に
有
す

る
場
合
に
は
、
当
該
条
約
の
締
約
国
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
批
准
書
、
受
託
書
又
は
承
認
書
は
、
こ
の
条
約
の
寄
託
者
と
し
て
行

動
す
る
国
際
原
子
力
機
関
事
務
局
長
に
寄
託
す
る
。

３
締
約
国
は
、
国
連
公
用
語
の
一
つ
で
、
第
二
条
１
に
規
定
す
る
国
内

法
令
及
び
そ
の
改
正
の
規
定
又
は
第
三
条
１
③
若
し
く
は
第
二
条
２

に
基
づ
い
て
行
わ
れ
る
明
記
又
は
第
三
条
１
③
⑪
に
基
づ
く
経
過
措
置

額
を
定
め
る
国
内
法
令
の
規
定
及
び
そ
の
改
正
の
写
し
を
、
寄
託
者
に

提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
寄
託
者
は
、
当
該
規
定
の
写
し
を
す
べ

て
の
他
の
締
約
国
に
送
付
す
る
。

第
一
九
条
加
入

１
こ
の
条
約
に
署
名
し
な
か
っ
た
い
か
な
る
国
も
、
そ
の
効
力
発
生
の

後
、
こ
の
条
約
に
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
加
入
書
は
、
ウ
ィ
ー
ン

条
約
若
し
く
は
パ
リ
条
約
の
締
約
国
又
は
こ
の
条
約
の
付
属
書
の
規
定

に
自
国
の
国
内
法
が
合
致
し
て
い
る
と
宣
言
し
た
国
か
ら
の
み
受
け
入

れ
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
当
該
国
が
一
九
九
四
年
六
月
一
七
日
の
原
子
力

の
安
全
に
関
す
る
条
約
で
定
義
さ
れ
る
原
子
力
施
設
を
そ
の
領
域
内
に

有
す
る
場
合
に
は
、
当
該
条
約
の
締
約
国
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
加
入
書
は
、
国
際
原
子
力
機
関
事
務
局
長
に
寄
託
す
る
。

３
締
約
国
は
、
国
連
公
用
語
の
一
つ
で
、
第
二
条
１
に
規
定
す
る
国
内

法
令
及
び
そ
の
改
正
の
規
定
又
は
弟
三
条
１
③
若
し
く
は
第
二
条
２

に
基
づ
い
て
行
わ
れ
る
明
記
又
は
第
三
条
１
③
⑪
に
基
づ
く
経
過
措
置

額
を
定
め
る
国
内
法
令
の
規
定
及
び
そ
の
改
正
の
写
し
を
、
寄
託
者
に

提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
寄
託
者
は
、
当
該
規
定
の
写
し
を
す
べ

て
の
他
の
締
約
国
に
送
付
す
る
。

第
二
ｏ
条
効
力
発
生

１
こ
の
条
約
は
、
原
子
力
設
備
容
量
を
最
低
四
○
万
単
位
有
す
る
少
な

く
と
も
五
の
国
が
第
一
八
条
に
定
め
る
文
書
を
寄
託
し
た
日
の
後
九
○

日
目
の
日
に
効
力
を
生
じ
る
。

２
条
約
の
効
力
が
発
生
し
た
後
に
こ
の
条
約
を
批
准
、
受
諾
若
し
く
は

承
認
し
又
は
こ
れ
に
加
入
す
る
国
に
つ
い
て
は
、
こ
の
条
約
は
、
当
該
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国
に
よ
り
適
当
な
文
書
が
寄
託
さ
れ
た
日
の
九
○
日
目
の
日
に
効
力
を

生
じ
る
。第
二
一
条
廃
棄

１
締
約
国
は
、
寄
託
者
に
対
し
て
書
面
に
よ
る
通
告
を
行
う
こ
と
に
よ

り
、
こ
の
条
約
を
廃
棄
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
廃
棄
は
、
寄
託
者
が
１
の
通
告
を
受
領
し
た
日
の
後
１
年
を
経
過
し

た
日
に
効
力
を
生
じ
る
。

第
二
二
条
失
効

１
ウ
ィ
ー
ン
条
約
又
は
パ
リ
条
約
の
締
約
国
で
あ
る
こ
と
を
停
止
す
る

締
約
国
は
、
そ
の
こ
と
及
び
停
止
の
日
を
寄
託
者
に
通
告
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
こ
の
締
約
国
は
、
そ
の
国
内
法
が
こ
の
条
約
の
付
属
書
の

規
定
に
合
致
し
て
お
り
、
寄
託
者
に
そ
の
こ
と
を
通
知
し
、
国
連
公
用

語
の
一
つ
で
そ
の
法
令
の
写
し
を
提
供
し
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
こ
の
条

約
の
締
約
国
で
あ
る
こ
と
を
そ
の
日
に
停
止
す
る
。
寄
託
者
は
、
こ
の

写
し
を
他
の
す
べ
て
の
締
約
国
に
送
付
す
る
。

２
自
国
の
国
内
法
が
こ
の
条
約
の
付
属
書
に
合
致
し
な
く
な
り
、
か
つ
、

ウ
ィ
ー
ン
条
約
又
は
パ
リ
条
約
の
締
約
国
で
な
い
締
約
国
は
、
そ
の
こ

と
及
び
合
致
し
な
く
な
っ
た
日
を
寄
託
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
こ
の
締
約
国
は
、
こ
の
条
約
の
締
約
国
で
あ
る
こ
と
を
そ
の
日
に

停
止
す
る
。

３
自
国
の
領
域
内
に
原
子
力
の
安
全
に
関
す
る
条
約
に
お
い
て
定
義
さ

れ
る
原
子
力
施
設
を
有
し
、
こ
の
条
約
の
締
約
国
で
あ
る
こ
と
を
停
止

す
る
締
約
国
は
、
そ
の
こ
と
及
び
停
止
の
日
を
寄
託
者
に
通
知
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
締
約
国
は
、
前
二
項
に
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
条

約
の
締
約
国
で
あ
る
こ
と
を
そ
の
日
に
停
止
す
る
。

第
二
三
条
従
前
の
権
利
及
び
義
務
の
継
続

第
一
一
一
条
に
よ
る
廃
棄
又
は
第
一
三
条
に
よ
る
停
止
に
か
か
わ
ら
ず
、

こ
の
条
約
の
規
定
は
、
廃
棄
又
は
停
止
の
以
前
に
起
こ
っ
た
原
子
力
事
故

に
よ
っ
て
生
じ
た
原
子
力
損
害
に
引
き
続
き
適
用
さ
れ
る
。

第
二
四
条
改
正

１
寄
託
者
は
、
締
約
国
と
の
協
議
の
後
、
こ
の
条
約
の
改
正
の
た
め
に

会
議
を
招
集
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
寄
託
者
は
、
す
べ
て
の
締
約
国
の
三
分
の
一
以
上
の
国
の
要
請
が
あ

れ
ば
、
こ
の
条
約
の
改
正
の
た
め
に
締
約
国
会
議
を
招
集
す
る
。

第
二
五
条
簡
易
手
続
に
よ
る
改
正

１
締
約
国
の
三
分
の
一
が
希
望
を
表
明
す
る
場
合
に
は
、
第
三
条
１
③

及
び
⑪
の
補
償
額
又
は
第
四
条
３
の
規
定
に
従
っ
て
支
払
わ
れ
る
拠
出

金
を
含
む
施
設
の
分
類
を
改
正
す
る
た
め
に
、
寄
託
者
に
よ
っ
て
締
約

’
国
の
会
合
が
招
集
さ
れ
る
。

２
改
正
案
の
採
択
は
、
投
票
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
。
反
対
票
が
投
じ

ら
れ
な
け
れ
ば
改
正
は
採
択
さ
れ
る
。

３
２
の
規
定
に
従
っ
て
採
択
さ
れ
た
改
正
は
、
寄
託
者
に
よ
っ
て
、
す

べ
て
の
締
約
国
に
通
報
さ
れ
る
。
通
報
の
後
三
六
ヶ
月
以
内
に
、
改
正

が
採
択
さ
れ
た
時
に
お
け
る
す
べ
て
の
締
約
国
が
寄
託
者
に
改
正
の
受

諾
を
通
知
し
た
場
合
、
改
正
は
受
諾
さ
れ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
。
改

正
は
、
そ
の
受
諾
の
日
か
ら
一
二
ヶ
月
を
経
過
し
た
日
に
す
べ
て
の
締
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約
国
に
対
し
て
効
力
を
生
じ
る
。

４
受
諾
の
た
め
の
通
報
の
日
か
ら
三
六
ヶ
月
以
内
に
、
３
の
規
定
に
従
っ

て
改
正
が
受
諾
さ
れ
な
い
場
合
に
は
、
改
正
は
拒
絶
さ
れ
た
も
の
と
み

な
さ
れ
る
。

５
２
の
規
定
に
従
っ
て
改
正
が
採
択
さ
れ
た
け
れ
ど
も
、
そ
の
受
諾
の

た
め
の
三
六
ヶ
月
が
経
過
し
て
い
な
い
場
合
、
こ
の
期
間
中
に
こ
の
条

約
の
締
約
国
と
な
る
国
は
、
こ
の
改
正
が
効
力
を
生
じ
る
場
合
に
は
、

こ
れ
に
拘
束
さ
れ
る
。
こ
の
期
間
の
経
過
後
に
こ
の
条
約
の
締
約
国
と

な
る
国
は
、
３
の
規
定
に
従
っ
て
受
諾
さ
れ
た
改
正
に
拘
束
さ
れ
る
。

こ
の
項
に
定
め
る
場
合
に
お
い
て
、
締
約
国
は
、
改
正
が
効
力
を
生
じ

た
時
又
は
締
約
国
に
対
し
て
こ
の
条
約
が
効
力
を
生
じ
た
時
の
い
ず
れ

が
遅
い
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
改
正
に
拘
束
さ
れ
る
。

第
二
六
条
寄
託
者
の
任
務
「

こ
の
条
約
の
他
の
条
項
に
お
け
る
任
務
の
ほ
か
、
寄
託
者
は
、
締
約
国

及
び
他
の
す
べ
て
の
国
並
び
に
経
済
協
力
開
発
機
構
事
務
局
長
に
対
し
、

次
の
事
項
を
速
や
か
に
通
報
す
る
。

③
こ
の
条
約
の
署
名

⑥
こ
の
条
約
に
関
す
る
批
准
書
、
受
諾
書
、
承
認
書
又
は
加
入
書
の

寄
託

⑥
こ
の
条
約
の
効
力
発
生

⑥
第
一
六
条
の
規
定
に
従
っ
て
受
領
し
た
宣
言

③
第
一
一
一
条
の
規
定
に
従
っ
て
受
領
し
た
廃
棄
又
は
第
一
一
一
一
条
に
従
っ

て
受
領
し
た
通

付
属
書

こ
の
条
約
の
第
一
条
③
又
は
⑪
に
定
め
る
条
約
の
い
ず
れ
の
締
約
国
で

も
な
い
こ
の
条
約
の
締
約
国
は
、
こ
の
付
属
書
に
定
め
ら
れ
た
規
定
が
当

該
締
約
国
の
国
内
で
は
直
接
に
適
用
さ
れ
な
い
場
合
、
自
国
の
国
内
法
令

が
当
該
規
定
と
適
合
す
る
こ
と
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
自
国
の

領
域
内
に
原
子
力
施
設
を
有
し
な
い
締
約
国
は
、
こ
の
条
約
上
の
義
務
を

履
行
す
る
こ
と
を
可
能
と
す
る
法
令
を
制
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
一
条
定
義

１
こ
の
条
約
の
第
一
条
に
お
け
る
定
義
に
加
え
て
、
次
の
定
義
が
こ
の

付
属
書
の
た
め
に
適
用
さ
れ
る
。

③
「
核
燃
料
」
と
は
、
核
分
裂
の
自
続
的
連
鎖
作
用
に
よ
り
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
生
産
す
る
こ
と
の
で
き
る
あ
ら
ゆ
る
物
質
を
い
う
。

⑥
「
原
子
力
施
設
」
と
は
、
次
の
も
の
を
い
う
。

の
原
子
炉
。
た
だ
し
、
動
力
源
（
推
進
用
で
あ
る
か
他
の
目
的
の

㈹
第
一
三
条
２
の
規
定
に
基
づ
く
通
告

②
こ
の
条
約
に
関
す
る
そ
の
他
の
適
切
な
通
告

第
二
七
条
正
本

こ
の
条
約
は
、
ア
ラ
ビ
ア
語
、
中
国
語
、
英
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
、
ロ
シ

ア
語
及
び
ス
ペ
イ
ン
語
を
ひ
と
し
く
正
文
と
し
、
そ
の
原
本
は
、
国
際
原

子
力
機
関
事
務
局
長
に
寄
託
さ
れ
る
。
同
事
務
局
長
は
、
そ
の
認
定
謄
本

を
す
べ
て
の
国
に
送
付
す
る
。
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た
め
か
を
問
わ
な
い
。
）
と
し
て
海
又
は
空
の
輸
送
手
段
に
装
備

さ
れ
る
も
の
を
除
く
。

⑪
核
物
質
の
生
産
の
た
め
に
核
燃
料
を
使
用
す
る
工
場
又
は
核
物

質
を
加
工
す
る
工
場
（
使
用
済
核
燃
料
を
再
処
理
す
る
も
の
を
含

む
。
）

》
⑪
核
物
質
を
貯
蔵
す
る
施
設
（
核
物
質
の
運
送
に
伴
う
貯
蔵
の
場

所
を
除
く
。
）

施
設
国
は
、
同
一
敷
地
内
に
あ
る
一
の
事
業
者
の
数
個
の
原
子
力
施

設
を
一
の
原
子
力
施
設
と
み
な
す
こ
と
を
、
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑥
「
核
物
質
」
と
は
、
次
の
も
の
を
い
う
。

の
単
独
で
又
は
他
の
物
質
と
結
合
し
て
、
原
子
炉
の
外
で
も
核
分

裂
の
自
続
的
連
鎖
作
用
に
よ
り
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
生
産
す
る
こ
と
が

で
き
る
核
燃
料
（
天
然
ウ
ラ
ン
及
び
劣
化
ウ
ラ
ン
を
除
く
。
）

⑪
放
射
性
生
成
物
又
は
廃
棄
物

①
「
事
業
者
」
と
は
、
あ
る
原
子
力
施
設
に
つ
い
て
そ
の
事
業
者
と

し
て
施
設
国
に
よ
っ
て
指
定
又
は
承
認
さ
れ
た
者
を
い
う
。

⑥
「
放
射
性
生
成
物
又
は
廃
棄
物
」
と
は
、
核
燃
料
の
生
産
若
し
く

は
使
用
に
際
し
て
生
じ
た
放
射
性
物
質
又
は
そ
れ
に
伴
う
放
射
線
に

さ
ら
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
放
射
性
を
帯
び
た
物
質
を
い
う
。
た
だ

し
、
科
学
、
医
学
、
農
業
、
商
業
又
は
工
業
の
目
的
の
た
め
に
使
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
成
形
加
工
の
最
終
段
階
に
達
し
た
放
射

性
同
位
元
素
は
含
ま
な
い
。

２
施
設
国
は
、
包
含
さ
れ
る
危
険
の
程
度
が
小
さ
い
こ
と
が
確
実
で
あ

る
場
合
に
は
、
次
に
掲
げ
る
条
件
に
従
っ
て
、
原
子
力
施
設
又
は
少
量

の
核
物
質
を
こ
の
条
約
の
適
用
か
ら
除
外
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

③
原
子
力
施
設
に
関
し
て
は
、
除
外
の
基
準
が
国
際
原
子
力
機
関
理

事
会
に
よ
っ
て
設
定
さ
れ
て
お
り
、
か
つ
施
設
国
に
よ
る
除
外
が
そ

の
基
準
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
。

⑥
少
量
の
核
物
質
に
関
し
て
は
、
最
大
除
外
限
度
量
が
国
際
原
子
力

機
関
理
事
会
に
よ
っ
て
設
定
さ
れ
て
お
り
、
か
つ
施
設
国
に
よ
る
除

外
が
そ
の
設
定
さ
れ
た
限
度
内
で
あ
る
こ
と
。

原
子
力
施
設
の
適
用
除
外
基
準
及
び
少
量
の
核
物
質
の
最
大
除
外
限
度

量
は
、
同
理
事
会
に
よ
っ
て
定
期
的
に
検
討
さ
れ
る
。

第
二
条
法
令
の
適
合
性

１
締
約
国
の
国
内
法
令
は
、
一
九
九
五
年
一
月
一
日
の
時
点
で
、
次
の

規
定
を
有
し
、
か
つ
有
し
続
け
て
い
る
場
合
に
は
、
第
三
条
、
第
四
条
、

第
五
条
及
び
第
七
条
の
規
定
に
適
合
す
る
も
の
と
み
な
さ
れ
る
。

③
事
故
が
発
生
し
た
原
子
力
施
設
の
敷
地
外
で
実
質
的
な
原
子
力
損

害
が
あ
る
原
子
力
事
故
に
つ
い
て
、
厳
格
責
任
を
定
め
る
規
定

⑤
原
子
力
損
害
に
つ
い
て
責
任
を
負
う
事
業
者
以
外
の
者
が
賠
償
の

責
任
を
法
的
に
負
う
限
り
に
お
い
て
、
そ
の
者
に
よ
る
賠
償
を
求
め

る
規
定
、
及
び

⑥
⑪
に
定
め
る
賠
償
の
た
め
に
、
民
生
用
の
原
子
力
発
電
所
に
関
し

て
は
一
○
億
Ｓ
Ｄ
Ｒ
以
上
及
び
そ
の
他
の
民
生
用
の
原
子
力
施
設
に

関
し
て
は
三
億
Ｓ
Ｄ
Ｒ
以
上
が
支
払
い
に
充
て
ら
れ
る
こ
と
を
確
保

す
る
規
定
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２
１
の
規
定
に
従
っ
て
、
締
約
国
の
国
内
法
令
が
第
三
条
、
第
四
条
、

第
五
条
及
び
第
七
条
の
規
定
に
適
合
す
る
と
み
な
さ
れ
る
場
合
に
は
、

当
該
締
約
国
は
、

③
こ
の
条
約
第
一
条
㈹
で
定
め
る
損
失
若
し
く
は
損
害
、
並
び
に
、

原
子
力
施
設
内
の
核
燃
料
又
は
放
射
性
生
成
物
若
し
く
は
廃
棄
物
及

び
原
子
力
施
設
か
ら
出
発
若
し
く
は
輸
送
を
開
始
し
又
は
原
子
力
施

設
へ
向
け
て
輸
送
を
行
っ
て
い
る
核
物
質
の
放
射
性
又
は
そ
の
放
射

性
と
毒
性
、
爆
発
性
若
し
く
は
そ
の
他
の
有
害
な
特
性
と
の
結
合
又

は
原
子
力
施
設
内
の
あ
ら
ゆ
る
放
射
線
源
に
よ
っ
て
放
出
さ
れ
る
電

離
放
射
線
か
ら
生
じ
る
そ
の
他
の
あ
ら
ゆ
る
損
失
又
は
損
害
を
対
象

と
す
る
原
子
力
損
害
の
定
義
を
適
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、

こ
の
適
用
は
Ｖ
こ
の
条
約
第
三
条
に
従
っ
た
当
該
締
約
国
の
保
証
に

影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
は
な
い
。

⑪
こ
の
付
属
書
第
一
条
１
⑥
に
お
け
る
定
義
に
代
え
て
、
３
に
定
め

る
原
子
力
施
設
の
定
義
を
適
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３
２
⑪
の
規
定
の
適
用
上
、
「
原
子
力
施
設
」
と
は
次
の
も
の
を
い
う
。

③
原
子
炉
。
た
だ
し
、
動
力
源
（
推
進
用
で
あ
る
か
他
の
目
的
の
た

め
か
を
問
わ
な
い
。
）
と
し
て
海
又
は
空
の
輸
送
手
段
に
装
備
さ
れ

る
も
の
を
除
く
。

⑪
次
の
も
の
の
処
理
、
再
処
理
又
は
貯
蔵
の
た
め
の
民
生
用
の
施
設

の
照
射
済
核
燃
料

⑪
放
射
性
生
成
物
又
は
廃
棄
物
で
あ
っ
て

（
二
照
射
済
核
燃
料
の
再
処
理
か
ら
生
じ
、
か
つ
、
相
当
量
の
核

分
裂
生
成
物
を
含
有
す
る
も
の
、
又
は

（
一
一
）
原
子
番
号
が
九
二
よ
り
大
き
な
元
素
で
あ
っ
て
グ
ラ
ム
当
た

り
一
○
ナ
ノ
キ
ュ
リ
ー
よ
り
高
濃
縮
の
も
の
を
含
む
も
の
。

⑥
核
物
質
を
処
理
、
再
処
理
又
は
貯
蔵
す
る
た
め
の
そ
の
他
の
民
生

用
の
施
設
。
た
だ
し
、
締
約
国
が
、
当
該
施
設
に
包
含
さ
れ
る
危
険

の
程
度
が
小
さ
い
こ
と
が
、
こ
の
定
義
か
ら
の
当
該
施
設
の
適
用
除

外
を
確
実
に
し
て
い
る
と
決
定
し
た
場
合
は
こ
の
限
り
で
な
い
。

４
１
の
規
定
に
適
合
す
る
締
約
国
の
国
内
法
が
当
該
締
約
国
の
領
域
外

で
生
じ
た
原
子
力
事
故
に
適
用
さ
れ
な
い
場
合
で
あ
っ
て
、
こ
の
条
約

第
一
三
条
に
よ
れ
ば
当
該
締
約
国
の
裁
判
所
の
管
轄
権
が
当
該
原
子
力

事
故
に
及
ぶ
と
き
は
、
こ
の
付
属
書
第
三
条
か
ら
第
二
条
ま
で
の
規

定
が
適
用
さ
れ
、
か
つ
、
こ
の
条
約
に
適
合
し
な
い
国
内
法
令
の
規
定

に
優
先
す
る
。

第
三
条
事
業
者
の
責
任

１
原
子
力
施
設
の
事
業
者
は
、
次
に
掲
げ
る
原
子
力
事
故
に
よ
っ
て
生

じ
た
と
証
明
さ
れ
た
原
子
力
損
害
に
つ
い
て
責
任
を
負
う
。

③
自
己
の
原
子
力
施
設
内
に
お
け
る
原
子
力
事
故

⑥
自
己
の
原
子
力
施
設
か
ら
出
発
又
は
輸
送
を
開
始
し
た
核
物
質
に

関
係
す
る
原
子
力
事
故
で
あ
っ
て
、
次
に
掲
げ
る
時
点
の
前
に
生
じ

た
も
の
。

の
核
物
質
に
関
係
す
る
原
子
力
事
故
の
危
険
の
責
任
が
、
書
面
に

明
示
さ
れ
た
契
約
条
項
に
従
っ
て
、
他
の
原
子
力
施
設
の
事
業
者

に
よ
っ
て
引
き
受
け
ら
れ
る
時
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⑪
の
に
定
め
る
よ
う
な
明
示
の
契
約
条
項
が
な
い
場
合
に
は
、
他

の
原
子
力
施
設
の
事
業
者
が
核
物
質
を
引
き
取
る
時

⑪
動
力
源
（
推
進
用
で
あ
る
か
他
の
目
的
の
た
め
で
あ
る
か
を
問

わ
な
い
。
）
と
し
て
利
用
す
る
た
め
に
輸
送
手
段
に
装
備
さ
れ
た

原
子
炉
に
お
い
て
利
用
さ
れ
る
こ
と
が
意
図
さ
れ
て
い
る
核
物
質

の
場
合
に
は
、
当
該
原
子
炉
の
運
転
を
正
当
に
許
可
さ
れ
た
者
が

核
物
質
を
引
き
取
る
時

⑪
㈹
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
核
物
質
が
非
締
約
国
の
領
域
内
の

者
へ
向
け
て
送
ら
れ
る
場
合
に
は
、
当
該
非
締
約
国
の
領
域
内
に

到
着
し
た
輸
送
手
段
か
ら
核
物
質
が
荷
下
ろ
し
さ
れ
る
時

⑥
自
己
の
原
子
力
施
設
へ
向
け
て
輸
送
さ
れ
る
核
物
質
に
関
係
す
る

原
子
力
事
故
で
あ
っ
て
、
次
に
掲
げ
る
時
点
の
後
に
生
じ
た
も
の
。

㈹
核
物
質
に
関
係
す
る
原
子
力
事
故
の
危
険
の
責
任
を
、
書
面
に

明
示
さ
れ
た
契
約
条
項
に
従
っ
て
、
当
該
事
業
者
が
他
の
原
子
力

施
設
の
事
業
者
か
ら
引
き
受
け
た
時

⑪
①
に
定
め
る
よ
う
な
明
示
の
契
約
条
項
が
な
い
場
合
に
は
、
当

該
事
業
者
が
核
物
質
を
引
き
取
っ
た
時

⑪
動
力
源
（
推
進
用
で
あ
る
か
他
の
目
的
の
た
め
で
あ
る
か
を
問

わ
な
い
。
）
と
し
て
利
用
す
る
た
め
に
輸
送
手
段
に
装
備
さ
れ
た

原
子
炉
を
運
転
す
る
者
か
ら
、
当
該
事
業
者
が
核
物
質
を
引
き
取
っ

た
時

⑰
⑪
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
事
業
者
の
書
面
に
よ
る
同
意

を
得
て
核
物
質
が
非
締
約
国
の
領
域
内
の
者
か
ら
送
ら
れ
る
場
合

に
は
、
当
該
非
締
約
国
の
領
域
か
ら
核
物
質
を
運
送
す
る
た
め
の

輸
送
手
段
に
核
物
質
が
積
み
込
ま
れ
た
時

た
だ
し
、
原
子
力
損
害
を
引
き
起
こ
し
た
原
子
力
事
故
が
原
子
力
施
設

内
で
生
じ
、
か
つ
、
当
該
事
故
が
運
送
に
伴
っ
て
貯
蔵
さ
れ
て
い
た
核

物
質
に
関
係
す
る
場
合
に
は
、
⑪
又
は
⑥
の
規
定
に
よ
っ
て
他
の
事
業

者
又
は
他
の
者
が
単
独
で
責
任
を
負
う
と
き
は
、
③
の
規
定
は
適
用
さ

れ
な
い
。

２
施
設
国
は
、
国
内
法
令
に
よ
り
、
そ
れ
に
定
め
る
条
件
に
従
っ
て
、

核
物
質
の
運
送
を
行
う
者
又
は
放
射
性
廃
棄
物
の
取
扱
い
を
行
う
者
を
、

当
該
運
送
人
又
は
取
扱
者
の
申
請
及
び
関
係
事
業
者
の
同
意
に
基
づ
い

て
、
》
核
物
質
又
は
放
射
性
廃
棄
物
に
関
し
て
、
当
該
事
業
者
に
代
わ
る

事
業
者
と
し
て
指
名
又
は
承
認
で
き
る
こ
と
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
運
送
者
又
は
取
扱
者
は
、
こ
の
条
約
の
適

用
上
、
当
該
国
の
領
域
内
に
あ
る
原
子
力
施
設
の
事
業
者
と
み
な
さ
れ

る
。

３
原
子
力
損
害
に
関
す
る
事
業
者
の
責
任
は
、
絶
対
的
な
も
の
と
す
る
。

４
原
子
力
損
害
及
び
原
子
力
損
害
で
な
い
損
害
の
双
方
が
、
原
子
力
事

故
又
は
原
子
力
事
故
と
一
若
し
く
は
二
以
上
の
他
の
出
来
事
と
の
共
同

に
よ
っ
て
生
じ
た
場
合
、
原
子
力
損
害
で
な
い
損
害
は
、
原
子
力
損
害

と
合
理
的
に
分
割
で
き
な
い
限
り
に
お
い
て
、
原
子
力
事
故
に
よ
っ
て

生
じ
た
原
子
力
損
害
と
み
な
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
損
害
が
、
こ
の
付
属

書
の
適
用
を
受
け
る
原
子
力
事
故
と
こ
の
付
属
書
の
適
用
を
受
け
な
い

電
離
放
射
線
の
放
出
と
の
共
同
に
よ
っ
て
生
じ
た
場
合
に
は
、
こ
の
付
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属
書
の
い
か
な
る
規
定
も
、
電
離
放
射
線
の
放
出
に
関
し
て
責
任
を
負

う
と
判
断
さ
れ
る
者
の
責
任
に
つ
い
て
、
原
子
力
損
害
を
被
っ
た
者
又

は
求
償
若
し
く
は
負
担
に
関
し
て
、
こ
れ
を
制
限
し
又
は
そ
の
他
の
影

響
を
こ
れ
に
及
ぼ
す
も
の
で
は
な
吃

５
③
事
業
者
は
、
原
子
力
損
害
が
武
力
紛
争
、
敵
対
行
為
、
内
乱
又
は

暴
動
に
直
接
起
因
す
る
こ
と
を
証
明
し
た
場
合
に
は
、
責
任
を
負
わ

な
い
。

⑪
施
設
国
の
法
令
に
別
段
の
定
め
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
事
業
者
は
、

異
常
な
性
質
の
巨
大
な
天
災
地
変
に
直
接
起
因
す
る
原
子
力
事
故
に

よ
っ
て
生
じ
た
原
子
力
損
害
に
関
し
て
、
責
任
を
負
わ
な
い
。

６
原
子
力
損
害
の
全
部
又
は
一
部
が
、
損
害
を
被
っ
た
者
の
重
大
な
過

失
又
は
損
害
を
も
た
ら
す
こ
と
を
意
図
し
た
作
為
若
し
く
は
不
作
為
か

ら
生
じ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
事
業
者
が
証
明
し
た
場
合
、
国
内
法
令

に
定
め
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
者
が
被
っ
た
損
害
に
関
し
て
事
業
者
の

賠
償
義
務
の
全
部
又
は
一
部
は
免
除
さ
れ
る
。

７
事
業
者
は
、
次
に
掲
げ
る
原
子
力
損
害
に
関
し
て
は
責
任
を
負
わ
な

い
。

③
原
子
力
施
設
自
体
及
び
そ
の
原
子
力
施
設
が
あ
る
敷
地
内
に
お
け

る
他
の
原
子
力
施
設
（
建
設
中
の
も
の
を
含
む
。
）
に
対
す
る
原
子

力
損
害

⑤
原
子
力
施
設
の
敷
地
内
に
あ
る
財
産
で
あ
っ
て
、
当
該
施
設
に
関

連
し
て
現
在
若
し
く
は
将
来
利
用
さ
れ
る
も
の
に
対
す
る
原
子
力
損

害

①
国
内
法
令
に
別
段
の
定
め
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
原
子
力
事
故
の

発
生
の
時
に
核
物
質
が
積
載
さ
れ
て
い
た
輸
送
手
段
に
対
す
る
原
子

力
損
害
。
国
内
法
令
に
よ
っ
て
事
業
者
が
こ
の
種
類
の
損
害
に
責
任

を
負
う
と
規
定
さ
れ
て
い
る
場
合
、
当
該
損
害
の
賠
償
は
、
そ
の
他

の
損
害
に
関
す
る
事
業
者
の
責
任
を
一
億
五
千
万
Ｓ
Ｄ
Ｒ
若
し
く
は

締
約
国
の
法
令
が
設
定
す
る
そ
れ
よ
り
高
い
金
額
の
い
ず
れ
か
よ
り

も
少
な
い
金
額
に
減
じ
る
効
果
を
持
た
な
い
。

８
こ
の
条
約
の
い
か
な
る
規
定
も
、
事
業
者
が
７
ｂ
の
規
定
に
よ
っ
て

こ
の
条
約
に
基
づ
く
責
任
を
負
わ
な
い
原
子
力
損
害
に
関
し
て
、
こ
の

条
約
の
範
囲
外
に
お
け
る
そ
の
者
の
責
任
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
。

９
原
子
力
損
害
に
関
す
る
賠
償
の
権
利
は
、
責
任
を
負
う
事
業
者
に
対

し
て
の
み
行
使
で
き
る
。
た
だ
し
、
国
内
法
令
は
、
事
業
者
以
外
の
原

資
に
よ
る
資
金
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
賠
償
を
確
実
に
す
る
た
め

の
国
内
法
令
の
規
定
に
従
っ
て
利
用
可
能
な
資
金
の
提
供
者
を
直
接
に

訴
え
る
権
利
を
、
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

、
事
業
者
は
、
こ
の
条
約
に
従
っ
た
国
内
法
令
の
規
定
に
よ
る
以
外
に

は
、
原
子
力
事
故
に
よ
っ
て
生
じ
る
損
害
に
関
し
て
責
任
を
負
わ
な
い
。

第
四
条
責
任
額

１
条
約
第
三
条
１
②
⑪
の
規
定
に
従
う
こ
と
を
条
件
と
し
て
、
施
設
国

は
、
一
の
原
子
力
事
故
に
つ
い
て
、
事
業
者
の
責
任
を
次
に
掲
げ
る
い

ず
れ
か
の
金
額
に
制
限
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

③
三
億
Ｓ
Ｄ
Ｒ
以
上
の
額
、
又
は

⑪
一
億
五
千
万
Ｓ
Ｄ
Ｒ
以
上
の
額
（
た
だ
し
、
そ
の
額
を
超
え
て
少
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な
く
と
も
三
億
Ｓ
Ｄ
Ｒ
ま
で
は
、
原
子
力
損
害
を
賠
償
す
る
た
め
に

公
的
資
金
が
そ
の
国
に
よ
っ
て
提
供
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
）

２
１
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
施
設
国
は
、
原
子
力
施
設
又
は
関
係
す

る
核
物
質
体
の
種
類
及
び
こ
れ
ら
に
起
因
す
る
事
故
の
想
定
さ
れ
る
結

果
を
考
慮
し
て
、
よ
り
少
額
の
事
業
者
の
責
任
を
設
け
る
こ
と
が
で
き

る
。
た
だ
し
、
い
か
な
る
場
合
に
も
、
設
定
さ
れ
る
金
額
は
五
○
○
万

Ｓ
Ｄ
Ｒ
を
下
回
っ
て
は
な
ら
ず
、
か
つ
、
施
設
国
は
１
の
規
定
に
従
っ

て
設
け
ら
れ
る
金
額
ま
で
公
的
資
金
が
提
供
さ
れ
る
こ
と
を
確
保
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
責
任
を
負
う
事
業
者
の
施
設
国
が
１
及
び
２
の
規
定
並
び
に
第
三
条

７
ｂ
の
規
定
に
定
め
る
締
約
国
の
法
令
の
規
定
に
従
っ
て
設
定
す
る
金

額
は
、
原
子
力
事
故
の
発
生
の
場
所
の
い
か
ん
を
問
わ
ず
に
適
用
す
る
。

第
五
条
金
銭
上
の
保
証

１
③
事
業
者
は
、
原
子
力
損
害
に
対
す
る
自
己
の
責
任
を
担
保
す
る
保

険
そ
の
他
の
金
銭
上
の
保
証
（
金
額
、
種
類
及
び
条
件
は
施
設
国
が

定
め
る
。
）
を
保
有
か
つ
維
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
施
設
国
は
、

保
険
そ
の
他
の
金
銭
上
の
保
証
の
実
額
が
事
業
者
に
対
し
て
確
定
さ

れ
た
原
子
力
損
害
の
賠
償
に
係
る
債
権
の
弁
済
の
た
め
に
十
分
で
な

い
範
囲
（
第
四
条
に
従
っ
て
設
定
さ
れ
る
限
度
が
あ
る
場
合
に
は
、

そ
れ
を
超
え
な
い
範
囲
に
限
る
。
）
に
お
い
て
、
必
要
な
資
金
を
提

供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
当
該
債
権
に
つ
い
て
の
支
払
い
を
確
保
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
事
業
者
の
責
任
が
無
限
で
あ
る
場
合
に
は
、
施

設
国
は
責
任
を
負
う
事
業
者
の
金
銭
上
の
保
証
の
限
度
を
設
定
す
る

こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
の
限
度
額
は
一
一
一
億
Ｓ
Ｄ
Ｒ
・
を
下
回
っ
て
は
な

ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
施
設
国
は
、
金
銭
上
の
保
証
の
実

額
が
事
業
者
に
対
し
て
確
定
さ
れ
た
原
子
力
損
害
の
賠
償
に
係
る
債

権
の
弁
済
の
た
め
に
十
分
で
な
い
範
囲
（
こ
の
項
に
基
づ
い
て
定
め

ら
れ
る
金
銭
上
の
保
証
の
金
額
を
超
え
な
い
範
囲
に
限
る
。
）
に
お

い
て
、
当
該
債
権
に
つ
い
て
の
支
払
い
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

⑤
③
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
施
設
国
は
、
原
子
力
施
設
又
は
関
係

す
る
核
物
質
体
の
種
類
及
び
こ
れ
ら
に
起
因
す
る
事
故
の
想
定
さ
れ

る
結
果
を
考
慮
し
て
、
よ
り
少
額
の
金
銭
上
の
保
証
を
設
け
る
こ
と

が
で
き
る
。
た
だ
し
、
い
か
な
る
場
合
に
も
、
設
定
さ
れ
る
金
額
は

五
○
○
万
Ｓ
Ｄ
Ｒ
を
下
回
っ
て
は
な
ら
ず
、
か
つ
、
金
銭
上
の
保
証

の
実
額
が
事
業
者
に
対
し
て
確
定
さ
れ
た
原
子
力
損
害
の
賠
償
に
係

る
債
権
の
弁
済
の
た
め
に
十
分
で
な
い
範
囲
に
お
い
て
、
③
の
規
定

に
従
っ
て
定
め
ら
れ
る
限
度
ま
で
、
施
設
国
は
、
当
該
債
権
に
つ
い

て
の
支
払
い
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
１
の
規
定
は
、
締
約
国
又
は
そ
の
行
政
区
画
に
対
し
て
、
自
ら
事
業

者
と
し
て
負
う
責
任
を
担
保
す
る
た
め
に
保
険
そ
の
他
の
金
銭
上
の
保

証
を
維
持
す
る
こ
と
を
求
め
る
も
の
で
は
な
い
。

３
保
険
そ
の
他
の
金
銭
上
の
保
証
又
は
施
設
国
に
よ
っ
て
１
又
は
第
四

条
１
⑥
の
規
定
に
従
っ
て
提
供
さ
れ
る
資
金
は
、
こ
の
条
約
に
基
づ
い

て
支
払
わ
れ
る
賠
償
に
の
み
充
て
ら
れ
る
。

４
保
険
者
そ
の
他
の
保
証
提
供
者
は
、
１
の
規
定
に
従
っ
て
提
供
さ
れ
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る
保
険
そ
の
他
の
金
銭
上
の
保
証
を
、
権
限
の
あ
る
当
局
に
対
し
て
少

な
く
と
も
二
ヶ
月
前
に
書
面
に
よ
る
予
告
を
与
え
な
い
で
停
止
又
は
取

り
消
し
て
は
な
ら
ず
、
ま
た
、
保
険
そ
の
他
の
金
銭
上
の
保
証
が
核
物

質
の
運
送
に
係
る
場
合
に
は
、
運
送
期
間
中
、
こ
れ
を
停
止
又
は
取
り

消
し
て
は
な
ら
な
い
。

第
六
条
運
送

１
運
送
中
の
原
子
力
事
故
に
関
し
て
は
、
事
業
者
の
責
任
の
最
高
限
度

額
は
、
施
設
国
の
国
内
法
令
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
る
。

２
締
約
国
は
、
自
国
の
領
域
内
を
通
過
す
る
核
物
質
の
運
送
の
条
件
と

し
て
、
事
業
者
の
責
任
限
度
額
を
、
そ
の
領
域
内
に
あ
る
原
子
力
施
設

の
事
業
者
の
責
任
の
最
高
限
度
額
を
超
え
な
い
額
に
設
定
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

３
２
の
規
定
は
、
次
の
場
合
に
は
適
用
し
な
い
。

③
海
上
運
送
で
あ
っ
て
、
国
際
法
に
基
づ
い
て
緊
急
事
態
に
、
際
し
て

締
約
国
の
港
に
入
港
す
る
権
利
又
は
そ
の
領
域
を
通
過
す
る
無
害
通

行
権
が
あ
る
場
合

⑥
航
空
運
送
で
あ
っ
て
、
協
定
又
は
国
際
法
に
基
づ
い
て
締
約
国
の

領
域
上
空
を
飛
行
し
又
は
そ
の
領
域
に
着
陸
す
る
権
利
が
あ
る
場
合

第
七
条
複
数
の
事
業
者
の
責
任

１
原
子
力
損
害
が
複
数
の
事
業
者
の
責
任
に
係
る
場
合
に
は
、
関
係
す

る
事
業
者
は
、
各
事
業
者
に
帰
す
る
損
害
を
合
理
的
に
分
割
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
限
り
に
お
い
て
、
連
帯
し
て
責
任
を
負
う
。
施
設
国
は
、

一
の
事
故
に
用
い
ら
れ
る
公
的
資
金
の
額
を
、
こ
の
前
段
に
よ
っ
て
定

ま
る
額
と
第
四
条
１
に
従
っ
て
設
定
さ
れ
た
額
と
の
間
に
差
額
が
あ
る

場
合
に
は
、
そ
の
差
額
に
制
限
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
原
子
力
事
故
が
核
物
質
の
運
送
中
に
生
じ
た
場
合
で
あ
っ
て
、
そ
れ

が
同
一
の
輸
送
手
段
に
お
い
て
又
は
運
送
に
伴
う
貯
蔵
の
と
き
は
同
一

の
原
子
力
施
設
内
に
お
い
て
生
じ
、
か
つ
、
こ
れ
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ

れ
た
原
子
力
損
害
が
複
数
の
事
業
者
の
責
任
に
係
る
と
き
は
、
責
任
の

総
額
は
、
第
四
条
に
従
っ
て
い
ず
れ
か
一
の
事
業
者
に
適
用
さ
れ
る
最

高
額
を
超
え
な
い
も
の
と
す
る
。

３
１
及
び
２
に
定
め
る
場
合
に
お
い
て
は
、
い
か
な
る
事
業
者
の
責
任

も
、
第
四
条
に
従
っ
て
そ
の
者
に
適
用
さ
れ
る
金
額
を
超
え
な
い
も
の

と
す
る
。

４
１
か
ら
３
ま
で
の
規
定
に
従
う
こ
と
を
条
件
と
し
て
、
一
の
事
業
者

の
複
数
の
原
子
力
施
設
が
一
の
原
子
力
事
故
に
関
係
す
る
場
合
に
は
、

当
該
事
業
者
は
、
第
四
条
に
従
っ
て
自
己
に
適
用
さ
れ
る
金
額
を
上
限

と
し
て
、
関
係
す
る
原
子
力
施
設
に
関
し
て
責
任
を
負
う
。
施
設
国
は
、

用
い
ら
れ
る
公
的
資
金
の
金
額
を
、
１
の
規
定
の
場
合
と
同
様
に
制
限

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
八
条
国
内
法
令
に
基
づ
く
補
償

１
こ
の
条
約
に
お
い
て
、
補
償
の
金
額
は
、
原
子
力
損
害
の
賠
償
手
続

に
お
い
て
認
め
ら
れ
る
利
息
又
は
費
用
を
考
慮
す
る
こ
と
な
し
に
決
定

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
施
設
国
外
で
被
っ
た
損
害
に
対
す
る
補
償
は
、
締
約
国
間
で
自
由
に

移
転
で
き
る
形
で
提
供
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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科
若
し
く
は
公
け
の
健
康
保
険
、
社
会
保
険
、
社
会
保
障
、
労
働
者

災
害
補
償
又
は
職
業
病
補
償
の
制
度
の
規
定
が
原
子
力
損
害
の
賠
償
を

含
む
場
合
、
当
該
制
度
の
受
益
者
が
有
す
る
権
利
及
び
当
該
制
度
に
基

資

づ
く
求
償
権
は
、
当
該
制
度
が
設
け
ら
れ
て
い
る
締
約
国
の
国
内
法
令

又
は
当
該
制
度
を
設
け
て
い
る
政
府
間
組
織
の
規
則
に
よ
っ
て
定
め
ら

れ
る
。

第
九
条
消
滅
時
効

１
こ
の
条
約
に
基
づ
い
て
賠
償
を
請
求
す
る
権
利
は
、
原
子
力
事
故
の

発
生
の
日
か
ら
一
○
年
以
内
に
訴
え
が
提
起
さ
れ
な
い
場
合
に
は
、
消

滅
す
る
。
た
だ
し
、
施
設
国
の
法
令
に
よ
れ
ば
、
事
業
者
の
責
任
が
保

険
若
し
く
は
そ
の
他
の
金
銭
上
の
保
証
又
は
国
家
の
資
金
に
よ
っ
て
一

○
年
よ
り
長
い
間
担
保
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
権
限
の
あ
る
裁
判
所

の
法
令
は
、
事
業
者
に
対
し
て
賠
償
を
請
求
す
る
権
利
が
、
一
○
年
よ

り
長
い
期
間
で
あ
っ
て
、
施
設
国
の
法
令
に
基
づ
い
て
事
業
者
の
責
任

が
担
保
さ
れ
る
期
間
を
超
え
な
い
期
間
の
後
に
の
み
消
滅
す
る
旨
を
規

定
す
る
こ
と
が
で
き
る

２
原
子
力
損
害
が
、
原
子
力
事
故
の
時
点
に
お
い
て
盗
取
、
遺
失
、
投

荷
又
は
放
棄
さ
れ
て
い
た
核
物
質
に
係
る
原
子
力
事
故
に
よ
っ
て
引
き

起
こ
さ
れ
た
場
合
に
は
、
前
項
に
従
っ
て
定
め
ら
れ
る
期
間
は
、
当
該

原
子
力
事
故
の
日
か
ら
起
算
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
１
の
規
定
に
よ
る
法

令
に
従
う
こ
と
を
条
件
と
し
て
、
こ
の
期
間
は
い
か
な
る
場
合
に
も
、

盗
取
、
遺
失
、
投
荷
又
は
放
棄
の
日
か
ら
二
○
年
を
超
え
な
い
も
の
と

す
る
。

３
権
限
の
あ
る
裁
判
所
の
法
令
は
、
損
害
を
被
っ
た
者
が
損
害
及
び
損

害
に
対
し
て
責
任
を
有
す
る
事
業
者
を
知
っ
た
日
又
は
合
理
的
に
知
り

う
べ
き
で
あ
っ
た
日
か
ら
三
年
よ
り
長
い
期
間
の
消
滅
時
効
又
は
除
斥

期
間
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
１
及
び
２
の
規
定
に
従
っ

て
定
め
ら
れ
る
期
間
を
超
え
て
は
な
ら
な
い
。

４
締
約
国
の
国
内
法
令
は
、
原
子
力
事
故
の
発
生
の
日
か
ら
一
○
年
を

超
え
る
消
滅
時
効
期
間
又
は
除
斥
期
間
を
定
め
る
場
合
は
、
原
子
力
事

故
の
発
生
の
日
か
ら
一
○
年
以
内
に
提
起
さ
れ
た
死
亡
又
は
身
体
の
傷

害
に
つ
い
て
の
請
求
に
対
し
て
、
公
平
か
つ
適
時
の
満
足
を
与
え
る
た

め
の
規
定
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
一
○
条
求
償
権

国
内
法
令
は
、
次
に
掲
げ
る
と
き
に
限
っ
て
、
事
業
者
が
求
償
権
を
有

す
る
こ
と
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

③
書
面
に
よ
る
契
約
に
よ
り
明
示
的
に
定
め
ら
れ
て
い
る
と
き
、
又

は

⑥
原
子
力
事
故
が
、
損
害
を
も
た
ら
す
こ
と
を
意
図
し
た
作
為
又
は

不
作
為
に
よ
っ
て
生
じ
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
意
図
を
も
っ
て
作

為
又
は
不
作
為
を
し
た
個
人
に
対
し
て
行
使
す
る
と
き
。

第
二
条
準
拠
法

こ
の
条
約
の
規
定
に
従
う
こ
と
を
条
件
と
し
て
、
原
子
力
事
故
に
よ
り

生
じ
た
原
子
力
損
害
に
つ
い
て
の
損
害
賠
償
の
性
質
、
方
式
、
程
度
及
び

公
平
な
分
配
は
、
権
限
の
あ
る
裁
判
所
の
法
令
に
よ
る
。
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